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【
要
約
】
　
過
去
復
古
的
で
、
前
時
代
的
と
思
わ
れ
が
ち
な
正
統
玉
具
派
で
あ
る
が
、
七
月
王
政
期
に
は
近
代
社
会
へ
の
適
合
を
試
み
る
努
力
が
か
な
り
精

力
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
自
由
を
擁
護
し
、
選
挙
権
の
拡
大
を
求
め
、
ナ
シ
オ
ソ
へ
の
奉
仕
を
公
凝
す
る
潮
流
が
存
在
し
た
こ
と

は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
は
、
こ
う
し
た
主
張
を
デ
マ
ゴ
ギ
ー
と
し
て
片
付
け
、
そ
の
政
治
思
想
の
分
析
を
怠
っ
て
き

た
。
最
近
に
な
っ
て
シ
ャ
ン
ギ
ー
と
リ
ア
ル
の
二
人
の
研
究
者
が
正
統
主
義
の
よ
り
近
代
的
な
像
を
う
ち
だ
し
、
通
説
の
修
正
を
迫
っ
て
い
る
が
、
逆
に

彼
ら
の
論
で
は
正
統
王
朝
派
の
反
革
命
性
が
不
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
の
諜
題
は
、
正
統
王
朝
派
内
の
革
新
的
潮
流
を
代
表
す
る
、
自
由
正
統
王
朝

派
の
ナ
シ
オ
ソ
観
と
、
選
挙
改
革
案
の
分
析
を
通
じ
、
彼
ら
の
近
代
性
は
、
反
革
命
プ
ラ
ン
の
近
代
化
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
全
体
主
義
的
要
素
1

の
中
に
求
め
る
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
〇
巻
五
号
　
一
九
八
七
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ジ
ャ
キ
エ
は
一
九
七
六
年
刊
の
著
書
の
中
で
「
歴
史
の
流
れ
行
く
方
向
に
そ
っ
て
進
む
こ
と
は
あ
り

え
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
正
統
主
義
は
め
っ
た
に
研
究
さ
れ
て
」
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
と
史
的
唯
物
論
以
来
の
誤
り
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

っ
て
、
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
、
実
現
可
能
性
の
乏
し
か
っ
た
こ
と
は
無
視
な
い
し
、
軽
視
さ
れ
て
き
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
む
し

ろ
、
第
三
共
和
政
成
立
以
降
の
共
和
主
義
的
歴
史
家
に
責
任
が
あ
る
と
思
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
ジ
ャ
キ
エ
の
指
摘
は
七

○
年
代
前
半
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
正
統
主
義
研
究
の
状
況
を
適
確
に
言
い
表
わ
し
た
言
葉
だ
と
言
え
よ
う
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
研
究
の
現
状
が
こ
う
だ
か
ら
、
正
統
王
朝
派
に
つ
い
て
書
か
れ
た
邦
語
文
献
は
翻
訳
を
含
め
、

　
　
　
　
　
　
②

い
た
っ
て
少
な
い
。
正
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統
主
義
は
復
古
王
政
の
ユ
ル
ト
ラ
の
延
長
で
あ
っ
て
研
究
す
る
ま
で
も
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
七
月
王
政
期
の
正
統
主
義
が
何
ら
自
己
再

生
の
努
力
、
近
代
化
の
努
力
を
し
な
か
っ
た
と
言
っ
て
し
ま
う
と
歴
史
的
事
実
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
こ
の
時
期
こ
そ
「
歴
史
の
流

れ
行
く
方
向
に
そ
っ
て
」
可
能
な
限
り
進
も
う
と
正
統
王
朝
派
が
最
も
努
力
し
た
時
期
な
の
で
あ
る
。
出
版
の
自
由
等
の
諸
自
由
を
擁
護
し
、

選
挙
権
を
民
衆
に
も
与
え
よ
と
主
張
し
、
ナ
シ
オ
ン
コ
ρ
江
8
　
へ
の
奉
仕
を
公
言
す
る
正
統
王
朝
派
の
出
現
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

統
王
朝
派
の
こ
う
し
た
潮
流
、
普
通
「
若
き
フ
ラ
ン
ス
」
器
諺
Φ
津
碧
8
に
属
す
る
と
い
わ
れ
る
潮
流
に
は
大
き
く
わ
け
て
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
『
ガ
ゼ
ヅ
ト
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』
卜
9
0
§
ミ
鷺
§
等
§
還
紙
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
（
「
国
民
の
権
利
」
∪
8
洋

冨
ρ
梓
δ
・
緊
派
）
と
、
思
想
的
に
は
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ソ
の
流
れ
を
汲
み
、
議
会
で
の
活
動
を
重
視
す
る
、
ピ
エ
ー
ル
ー
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ベ
リ

口
鼓
Φ
凌
甲
》
馨
。
ぢ
Φ
し
弓
場
蔓
Φ
H
（
一
七
九
〇
一
一
八
六
八
）
i
ベ
リ
エ
は
後
の
秩
序
党
の
正
統
王
朝
派
側
の
領
袖
で
あ
る
一
に
率
い
ら
れ
る

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
の
は
後
者
、
す
な
わ
ち
、
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
リ
ア
ル
ω
審
や
冨
器
箆
巴
。
。
が
議
会
制
自
由
主
義
的
傾
向

　
　
④

と
呼
び
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
ア
ー
ヴ
ィ
ン
・
R
・
コ
ッ
ク
ス
》
疑
言
男
’
O
o
×
が
自
由
正
統
正
統
王
朝
派
標
σ
段
巴
U
⑦
σ
q
三
B
陣
ω
游
と
名
づ

　
⑤
け
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
（
一
言
こ
と
わ
っ
て
お
く
が
、
本
稿
は
自
由
正
統
主
義
の
政
治
思
想
史
上
の
位
置
を
問
題
に
し
た
の
で
は
な
い
。
そ

う
で
は
な
く
て
、
社
会
的
に
は
依
然
と
し
て
隠
然
た
る
勢
力
を
保
ち
、
第
二
共
和
政
下
で
は
秩
序
党
内
で
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
と
と
も
に
共
同
統

治
を
行
っ
た
正
統
王
朝
派
の
政
治
戦
略
を
、
七
月
王
政
期
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
検
討
し
、
一
九
世
紀
前
半
か
ら
中
葉
に
か
け
て
の
政
治
史
の
解
明

に
資
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
な
の
で
あ
る
。
）

　
と
こ
ろ
で
選
挙
権
の
拡
大
に
せ
よ
、
自
由
の
擁
護
に
せ
よ
、
正
統
王
朝
派
が
当
時
、
こ
う
し
た
一
見
左
翼
的
と
も
見
え
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
て
い
た
こ
と
自
体
は
、
こ
れ
ま
で
も
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
リ
ア
ル
が
主
張
す
る
ご
と
く
、
権
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

再
び
奪
取
す
る
た
め
の
デ
マ
ゴ
ギ
ー
と
非
難
さ
れ
、
片
付
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
七
月
王
政
期
の
名
望
家
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
テ
ユ
デ
ス
ク
す
ら
、
こ
の
例
外
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
従
来
の
研
究
の
あ
り
方
に
強
く
異
議
を
申
し
立
て
て
い
る
の
は
リ
ア
ル
と
ユ
ー
グ
・
ド
・
シ
ャ
ン
ギ
i
頃
轟
器
ω
α
Φ
O
げ
窪
σ
q
唄
79 （767）



で
あ
る
。
リ
ア
ル
は
一
九
世
紀
左
翼
は
一
般
的
に
普
通
選
挙
、
と
く
に
婦
人
参
政
権
に
は
敵
対
的
で
あ
り
、
他
方
王
党
派
（
一
正
統
王
朝
派
）

は
最
も
非
妥
協
的
な
者
も
含
め
、
相
当
広
汎
な
選
挙
権
賦
与
を
支
持
し
て
い
た
の
だ
と
述
べ
、
王
党
派
と
普
選
が
原
理
的
に
相
い
れ
な
い
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
従
来
の
研
究
の
暗
黙
の
前
提
に
疑
義
を
提
出
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
正
統
王
朝
派
（
限
定
的
に
は
自
由
正
統
王
朝
派
）
の
主
張
は
確
か
に
、
デ
マ
ゴ
ギ
ー
、
戦
術
的
と
い
う
以

上
の
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
リ
ア
ル
も
シ
ャ
ン
ギ
ー
も
、
正
統
王
朝
派
が
反
革
命
派
で
あ
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
固
有
の
原
理
の
中

で
、
彼
ら
の
愛
翫
的
主
張
や
選
挙
権
拡
大
の
要
求
を
正
し
く
位
置
づ
け
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
例
え
ば
選
挙
権
拡
大
要
求
と
、
国
民

主
権
原
理
へ
の
敵
対
と
の
関
係
、
国
威
、
国
益
の
主
張
と
、
地
方
分
権
（
こ
れ
も
彼
ら
の
固
有
の
原
理
の
一
つ
で
あ
る
）
に
固
執
す
る
点
と
の

関
係
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
が
解
明
さ
れ
な
い
限
り
、
従
来
の
「
共
和
主
義
歴
史
家
」
（
シ
ャ
ソ
ギ
ー
）
に
よ
る
批
判
は
な
お
有
効
性
が
残

る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
本
稿
で
は
、
自
由
擁
護
の
主
張
は
別
途
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
自
由
正
統
王
朝
派
の
ナ
シ
オ
ソ
観
、
選
挙
改
革
案
を
検
討
し
、
こ
れ
が
反

革
命
戦
略
の
中
に
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
考
察
す
る
。
こ
の
点
で
ジ
ャ
キ
エ
が
こ
の
時
期
の
正
統
主
義
に
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
先
駆
」

昌
㊤
賦
。
轟
密
壼
①
㊤
く
ρ
馨
ぴ
一
Φ
洋
お
を
見
い
出
し
、
世
紀
転
換
期
の
パ
レ
ス
や
モ
ー
ラ
ス
と
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
連
続
性
を
指
摘
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
が
示
唆
的
で
あ
る
。
結
論
を
先
ど
り
す
れ
ば
、
正
統
王
朝
派
の
中
で
最
も
自
由
主
義
的
で
あ
っ
た
こ
の
分
派
は
、
国
民
に
対
し
主
権
を
拒
否

し
つ
つ
、
一
定
の
国
政
参
加
を
促
が
し
、
個
人
、
地
方
の
利
害
の
衝
突
を
国
益
優
先
、
国
民
の
団
結
優
先
に
よ
っ
て
隠
蔽
し
よ
う
と
す
る
、
一

種
国
粋
主
義
的
で
同
時
に
金
体
主
義
的
な
党
派
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
自
由
正
統
王
朝
派
と
い
っ
て
も
、
確
た
る
組
織
性
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
国
会
議
員
を
中
心
と
し
た
き
わ
め
て
パ
リ
的
－
党

の
上
層
部
を
中
心
と
し
た
と
い
う
意
味
・
i
l
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
本
稿
で
用
い
た
史
料
は
主
に
議
会
で
の
演
説
で
あ
る
が
、

ベ
リ
エ
の
他
、
フ
ィ
ツ
阻
ジ
ャ
ム
図
α
〇
二
ρ
a
α
Φ
周
津
N
山
p
言
Φ
ω
（
一
七
七
六
一
一
八
三
八
）
、
ド
ゥ
ル
日
ブ
レ
ゼ
Q
り
。
甘
陣
。
昌
匹
Φ
∪
器
⊆
峯
じ
d
村
ひ
N
ひ

（一

ｵ
九
三
一
一
八
四
五
）
ラ
ル
シ
i
ω
9
目
げ
Φ
罫
鳥
Φ
ピ
震
。
団
（
一
八
〇
五
－
八
二
）
フ
ァ
ル
ー
閃
N
ひ
α
ひ
誌
。
α
Φ
鳴
㊤
置
2
×
（
一
八
一
一
一
八
六
）
、
ヴ 80　（768）
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⑪

ア
ル
ミ
ー
α
㊦
＜
中
日
団
（
一
八
〇
二
i
六
八
）
の
発
言
も
検
討
対
象
と
し
た
。
な
お
、
本
稿
で
、
「
王
党
派
」
と
書
く
場
合
は
「
正
統
王
朝
派
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
同
じ
意
味
で
使
っ
て
い
る
。
同
様
に
「
ベ
リ
エ
ら
」
あ
る
い
は
「
議
会
派
」
と
あ
る
時
は
自
由
正
統
王
朝
派
の
こ
と
を
さ
す
。

①
じ
6
。
導
ρ
a
智
。
ρ
巳
。
さ
勾
N
繋
馬
篤
§
琶
ミ
駄
§
愚
ミ
ぎ
量
楓
題
や
鍵
N
9
℃
9
二
も
。
讐

　
勺
」
．

②
　
正
統
主
義
に
た
つ
文
学
者
で
あ
り
同
時
に
思
想
家
で
あ
っ
た
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア

　
ン
O
ぎ
8
律
旨
二
塁
鳥
に
つ
い
て
は
、
田
中
治
男
氏
、
小
野
紀
明
氏
の
目
明
な
研

　
究
が
あ
る
。
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ソ
の
良
由
主
義
は
本
稿
で
取
り
扱
う
自
歯
正
統
｝
主

　
義
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ソ
は
七

　
月
革
命
で
政
界
を
引
退
し
て
し
ま
う
の
で
、
本
稿
で
は
直
接
の
対
象
と
は
な
ら
な

　
い
。
田
中
治
男
『
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
生
成
と
展
朋
』
　
東
京
大
学
出
版
会

　
一
九
七
〇
年
　
第
二
章
第
三
節
、
小
野
紀
明
　
『
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
の
政

　
八
筋
思
想
』
　
木
鐸
社
　
一
九
八
六
年
・
第
二
慨
早
、
盲
口
沢
俊
義
　

「
シ
ャ
ト
ナ
ブ
リ

　
ヤ
ソ
の
議
院
制
の
理
論
」
　
同
　
『
憲
法
と
政
治
制
度
』
　
岩
波
書
店
　
一
九
六

　
八
年
所
収
、
を
参
照
。

③
ヵ
①
9
菊
σ
ヨ
8
9
卜
袋
汚
き
§
ミ
四
笥
蓉
↓
§
堕
§
冒
特
§
ミ
弩
①
尋
忽
§
ミ
㌣

　
肚
ミ
鮮
昏
ミ
㌣
鳥
沁
奪
さ
N
討
§
、
ω
①
亀
‘
勺
碧
β
H
り
①
◎
。
り
で
℃
．
①
Q
。
る
駆
・
な
お
器
g
口
。

　
切
轟
暮
。
の
名
の
い
わ
れ
は
一
八
三
三
年
四
月
に
創
刊
さ
れ
た
定
期
刊
行
物
N
、
鱒

　
ミ
。
§
ミ
辱
画
§
恥
鵠
遷
u
・
・
聴
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
9
■
H
甘
σ
Q
器
ω
紆
Ω
属
コ
α
q
ざ
隠
勢
。
ミ
魯
§
ミ
“
轟
§
ミ
職
§
ぎ
鴇
馬
§
軸
ミ
曙
℃

　
範
篭
－
例
題
9
℃
砂
岩
6
。
℃
一
Φ
Q
。
9
℃
や
器
蒔
占
．

④
ω
智
盈
巴
ρ
富
、
蒔
ミ
ミ
鋳
早
島
㌧
勺
p
二
ω
し
Φ
。
。
。
。
㌧
℃
減
。
。
．

⑤
客
即
O
o
き
．
．
ゴ
δ
ζ
σ
①
巴
い
。
σ
Q
三
巨
ω
梓
。
。
器
α
昏
¢
勺
碧
蔓
。
｛
O
a
魯

　
二
二
鍵
夢
㊦
ω
①
8
邑
懇
話
臨
3
国
⑦
℃
各
凱
。
、
”
”
物
幕
§
》
ミ
無
ミ
詩
ミ
9
ま
ミ
題
層

　
0
　
一
㊤
①
O
o
．

　
り⑥
句
Q
．
蒙
p
冨
《
U
＄
δ
巻
藁
什
①
。
・
坤
き
3
お
。
二
〇
曽
攣
9
。
α
Q
。
二
三
く
⑦
話
£
窪

　
×
囲
X
ω
融
。
一
Φ
γ
㌧
§
s
一
髪
、
卜
。
◎
一
Φ
Q
。
ω
」
や
一
愈
層

⑦
〉
．
÷
8
＆
。
切
ρ
蓬
髪
偽
§
ミ
騎
臆
§
＆
N
a
ミ
、
ミ
9
§
（
N
％
へ
O
I
㎏
％
へ
矯
）
b
℃
9
二
。
。
讐

　
お
α
斜
幹
b
o
慧
ワ
①
O
卜
。
●

③
O
o
．
箋
巴
ρ
ミ
ト
ミ
■
”
℃
」
合
層

⑨
自
由
正
統
主
義
の
宙
由
主
義
に
つ
い
て
は
、
心
中
治
男
氏
や
小
野
紀
明
氏
が
シ

　
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ソ
の
自
由
主
義
に
関
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
が
大
体
あ
て
は
ま
る

　
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑩
じ
σ
・
㎏
ρ
£
鼠
Φ
び
。
辱
・
職
計
唱
．
温
伊
な
お
ジ
ャ
キ
ェ
は
同
書
の
～
二
入
頁
で
は
、

　
ド
フ
ィ
ネ
の
自
由
正
統
主
義
に
分
類
で
き
る
政
治
家
、
ア
ル
ベ
…
ル
・
デ
ュ
・
ボ

　
ワ
〉
皆
。
雰
α
β
切
。
望
ω
が
一
九
世
紀
末
の
パ
レ
ス
や
モ
ー
ラ
ス
同
様
の
生
物
学

　
的
社
会
観
を
も
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
残
念
な
が
ら
、
ジ
ャ
キ

　
エ
は
正
統
主
義
の
政
治
思
想
を
立
ち
い
っ
て
検
討
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

⑪
ベ
リ
エ
の
伝
記
を
書
い
た
ル
カ
ニ
ュ
エ
が
、
ベ
リ
エ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
あ
げ

　
て
い
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
フ
ァ
ル
ー
の
自
伝
に
も
同
様
の
人
物
の
名
が
あ
が
っ

　
て
い
る
。
他
に
じ
d
⑦
8
戴
け
O
、
＞
N
望
も
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
同
じ
く
「
議
会
派
」

　
に
属
す
る
が
、
ベ
リ
エ
ら
が
王
刺
左
派
と
の
選
挙
協
力
に
熱
心
だ
っ
た
の
に
対
し
、

　
オ
ル
レ
ア
ン
派
の
右
派
、
保
守
派
8
器
曾
く
p
9
霞
。
。
と
の
協
調
の
方
を
好
ん
だ

　
ノ
ア
イ
ユ
　
勺
ρ
巳
畠
Φ
客
。
巴
一
途
ω
（
一
Q
o
O
N
I
H
◎
σ
O
o
窃
）
は
検
討
対
象
か
ら
外
し
た
。

　
国
α
o
舞
a
U
①
＄
昆
。
戸
切
ミ
透
恥
メ
養
ミ
馬
出
唱
題
。
§
鰻
鳶
恥
（
N
N
℃
O
一
嵐
Q
Q
q
c
◎
）
、

　
勺
p
二
。
。
、
一
Q
。
り
。
。
℃
c
鳶
。
巴
■
一
◎
。
り
轡
℃
喝
．
ミ
ア
鱒
い
0
8
旨
8
号
閏
ρ
凱
2
き
ミ
ー

　
§
9
篭
恥
歳
”
簡
ミ
§
黛
ミ
諺
語
酔
、
ゲ
℃
。
b
。
も
。
P
Q
o
．
二
一
巴
ρ
密
N
蒔
ミ
ミ
身
§
恥
℃
℃
や

　
H
。
。
あ
．
こ
れ
ら
正
統
王
朝
派
の
政
治
家
の
著
作
・
伝
記
類
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は

　
現
在
鋭
意
収
集
中
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ペ
リ
エ
に
関
し
て
は
、
議
会
や
裁
判
所
で

　
の
演
説
集
の
他
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
著
作
は
な
い
の
で
、
本
稿
の
主
張
に
大
幅
な

　
修
正
を
与
え
る
史
料
は
現
わ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
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⑫
　
注
⑪
で
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
議
会
の
グ
ル
ー
プ
が
一
枚
岩
で
あ
っ
た
わ
け

　
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
議
会
派
」
は
ペ
リ
エ
に
よ
っ
て
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
た
こ

　
と
を
考
え
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
議
会
派
」
を
自
由
蕉
統
王
朝
派
と
同
じ
も
の

議席

32

Q
2
9
1
7
2
5
2
8
1
9

1831年選挙前

1831年選挙

1834年選挙

1837年選挙

1839年選挙

1842年選挙

1846年選挙

定数459名

と
み
な
し
て
論
を
す
す
め
た
。
ま
た
議
会
派
内
の
分
岐
も
主
と
し
て
オ
ル
レ
ア
ン

派
の
左
派
と
組
む
か
、
省
派
と
組
む
か
の
問
題
で
あ
り
、
本
稿
で
取
り
扱
っ
た
事

柄
に
関
し
て
は
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
な
お
正
統
王
朝
派

の
代
議
院
に
お
け
る
勢
力
の
変
遷
は
、
上
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

頃
．
紆
O
冨
品
ざ
愚
．
ミ
‘
℃
℃
．
b
。
ω
ヤ
○
。
P
ω
9
力
冨
筑
驚
N
堅
田
帖
ミ
誉
§
魯
℃
や

§
多
・
。
N
よ
り
作
成
。

　
議
会
勢
力
が
き
わ
め
て
弱
体
で
あ
っ
た
の
は
、
二
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
厳

し
い
捌
限
選
挙
制
の
下
で
、
基
盤
と
す
る
農
民
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
、
お
よ
び
、
と
く
に
酉
部
の
正
統
王
朝
支
持
者
が
選
挙
で
棄
権
し
た
た
め
で

あ
る
。
日
鼠
。
。
。
9
愚
●
禽
罰
壁
ド
℃
℃
」
G
。
悼
1
ω
・

82　（770）

繍
　
自
由
正
統
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　

一
　
飼
民
的
王
党
派

（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
「
七
月
王
政
下
、
正
統
王
朝
派
は
国
民
党
℃
霞
¢
口
ρ
賦
§
鉱
と
し
て
現
わ
れ
る
」
。
な
か
で
も
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』
紙
の
グ
ル

ー
プ
は
国
民
的
王
党
派
H
o
《
p
房
審
ω
銘
賦
。
口
き
×
を
自
称
す
る
。
　
こ
の
派
は
「
王
政
、
そ
れ
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
で
あ
る
ド
B
o
雲
叢
。
ぼ
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

o．

ｳ
界
げ
舜
怠
8
巴
搾
ひ
」
と
ま
で
言
い
切
る
の
で
あ
る
。

　
自
由
正
統
王
朝
派
も
こ
う
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
の
外
に
は
い
な
か
っ
た
。
少
し
時
期
は
下
る
が
、
一
八
五
一
年
七
月
一
六
日
置
立

法
議
会
で
、
ベ
リ
エ
は
、
彼
が
王
党
派
に
転
身
し
て
い
っ
た
王
政
復
古
の
こ
ろ
を
ふ
り
か
え
り
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
私
は
当
三
王
党
派
、
原
則
を
重
ん
じ
る
王
党
派
、
国
民
的
王
党
派
H
o
団
序
奏
。
塗
笛
魯
巴
（
笑
わ
な
い
で
、
私
に
し
ゃ
べ
ら
せ
な
さ
い
。
笑
え
ば
私
の

　
感
情
の
中
で
最
も
真
実
で
あ
り
、
最
も
深
く
、
最
も
真
面
目
な
感
情
を
あ
な
た
方
は
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
）
で
し
た
。
王
党
派
で
あ
る
の
は
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
が
愛
国
者
、
良
き
愛
国
者
で
あ
る
か
ら
で
す
。



七月王政期の自由正統董朝派とナシオソ（上垣）

　
こ
の
言
明
は
、
第
二
共
和
政
下
の
オ
ル
レ
ア
ン
派
と
の
共
同
統
治
の
必
要
上
か
ら
出
た
単
な
る
言
葉
の
緩
で
は
な
い
。
七
月
王
政
期
の
ベ
リ

エ
ら
の
演
説
を
通
し
て
み
る
と
、
国
益
言
＄
抵
溢
曾
膨
景
、
国
威
象
σ
q
塁
審
曾
℃
ρ
岩
と
い
う
よ
う
な
表
現
は
ほ
と
ん
ど
枕
言
葉
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
登
場
し
、
ナ
シ
オ
ソ
、
祖
国
℃
p
け
二
Φ
と
い
う
語
も
た
め
ら
わ
ず
使
わ
れ
て
い
る
。

　
ル
ネ
・
レ
モ
ン
は
一
九
世
紀
の
大
部
分
の
期
間
、
右
翼
は
平
和
の
味
方
で
あ
り
、
勲
章
好
き
の
愛
国
主
義
を
左
翼
と
争
お
う
と
は
ほ
と
ん
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
正
統
王
朝
派
に
関
し
て
は
事
実
誤
認
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
愛
国
主
義
は
左
翼
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
正
統
王
朝
派
が
愛
国
主
義
を
自
派
に
取
り
込
も
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、

以
下
見
る
よ
う
な
好
戦
的
愛
国
派
と
し
て
自
分
達
を
イ
メ
ー
ジ
・
ア
ッ
プ
し
ょ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
民
党
を
名

の
る
に
は
彼
ら
に
は
重
大
な
弱
点
が
あ
っ
た
。
一
八
一
五
年
、
ワ
…
テ
ル
ロ
f
で
の
敗
戦
後
、
再
び
王
位
に
つ
い
た
ル
イ
一
八
世
は
「
屈
辱
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
」
第
二
次
パ
リ
条
約
に
調
印
す
る
。
復
古
王
政
は
ス
タ
ー
ト
の
時
点
で
、
非
国
民
的
な
評
判
を
民
衆
か
ら
う
け
と
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
か
ら
三
六
年
た
っ
て
も
、
ベ
リ
エ
が
自
分
の
こ
と
を
「
国
民
的
」
と
言
う
と
議
場
か
ら
笑
い
声
が
洩
れ
た
の
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
、
正
統
王
朝
派
に
と
り
難
問
と
な
っ
た
の
は
、
彼
ら
が
仕
え
る
ブ
ル
ボ
ン
長
子
系
が
亡
命
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
い
な
い
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
七
月
王
政
が
成
立
す
る
と
、
官
吏
、
議
員
に
は
新
王
へ
の
宣
誓
が
強
制
さ
れ
る
。
シ
ャ
ル
ル
十
世
に
忠
誠
を
誓
う
多
く
の
正
統
王
朝
派

の
議
員
、
官
吏
は
不
忠
者
の
汚
名
を
着
た
く
な
い
た
め
、
公
的
な
生
活
か
ら
引
退
し
て
い
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
国
内
亡
命
」
ひ
ヨ
貫
冨
鋤
。
昌
｝
葺
傘

は
①
霞
Φ
で
あ
る
。
コ
ッ
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
他
の
全
て
の
グ
ル
ー
プ
が
共
有
し
て
い
た
ナ
シ
オ
ン
観
念
を
、
彼
ら
が
持
ち
あ
わ
せ
ず
、
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

統
性
が
な
く
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
は
彼
ら
に
と
り
「
広
大
な
コ
ブ
レ
ン
ツ
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
公
職
に
と
ど
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

つ
た
者
も
い
た
。
代
議
院
で
は
ベ
リ
エ
ら
三
二
名
の
者
が
宜
慰
し
、
七
月
王
政
の
政
治
ル
ー
ル
に
従
っ
て
い
く
。
ベ
リ
エ
ら
三
二
名
の
者
が
宣

誓
し
、
七
月
王
政
の
政
治
ル
ー
ル
に
従
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ベ
リ
エ
ら
は
議
会
に
と
ど
ま
る
に
あ
た
り
、
そ
の
正
当
化
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
う
す
る
と
、
「
シ
ャ
ル
ル
十
世
の
た
め
に
」
も
、
ま
し
て
や
「
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
国
王
の
た
め
に
」
と
も
言
え
な
い
以
上
、
「
国
の
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た
め
」
と
い
う
こ
と
を
必
然
強
調
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
一
八
四
四
年
一
月
一
五
日
、
代
議
院
で
ベ
リ
エ
は
公
職
に
と
ど
ま
っ
た
理
由
を
次

の
よ
う
に
言
う
。

　
我
々
は
こ
の
革
命
〔
七
月
革
命
の
こ
と
聴
筆
者
〕
の
後
、
我
々
が
愛
着
を
抱
い
て
い
る
国
を
虫
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
な
た
方
と

　
同
様
に
こ
の
国
に
我
々
は
生
ま
れ
た
の
で
す
。
　
（
場
内
に
ざ
わ
め
き
）
我
々
は
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
我
々
の
自
由
、
国
威
、
国
の
立
場
、
国
が
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
対
し
果
し
う
る
役
割
に
関
す
る
凡
ゆ
る
闘
題
に
つ
い
て
我
々
遺
発
言
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
発
言
は
、
正
統
王
朝
派
の
よ
う
な
「
偉
大
な
党
派
」
が
国
の
た
め
に
奉
仕
し
な
い
の
は
大
変
な
損
失
で
あ
る
と
い
う
自
負
に
も

支
え
ら
れ
て
い
た
。

　
　
（
前
略
）
私
〔
ベ
リ
エ
ー
筆
者
〕
の
考
え
を
補
う
た
め
に
付
け
加
え
ま
す
が
…
…
（
中
略
）
…
…
私
の
意
見
は
常
に
次
の
よ
う
な
も
の
4
、
し
た
。
す
な
わ
ち
、

　
ひ
と
つ
の
党
派
、
知
性
、
財
産
、
教
育
、
所
有
、
余
暇
に
よ
り
、
公
務
に
慣
れ
て
お
り
、
公
的
な
事
柄
に
関
わ
る
た
め
に
必
要
な
直
壁
を
満
た
し
て
い
る
人

　
々
か
ら
な
る
偉
大
な
党
派
は
自
国
の
利
害
や
世
論
に
対
し
、
無
関
心
あ
る
い
は
遠
慮
が
ち
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
未
来
が
い
か
な
る
も
の
と
な
っ
て
も
、

　
党
の
真
の
力
、
党
の
威
厳
は
自
国
の
公
務
か
ら
離
れ
は
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
存
在
す
る
の
だ
。
以
上
が
高
貴
で
か
っ
有
益
で
あ
り
え
る
唯
一
の
立

　
場
で
あ
り
、
権
力
に
対
し
何
も
望
ま
ず
、
権
力
か
ら
何
も
望
ま
ず
、
し
か
し
自
己
の
権
利
の
全
て
を
望
み
、
全
て
を
保
持
し
て
、
こ
れ
を
国
益
に
沿
っ
て
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
使
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
（
一
八
四
二
年
八
月
一
九
日
の
代
議
院
）

　
そ
し
て
、
狭
い
党
派
心
を
す
て
て
国
に
仕
え
る
の
だ
と
ま
で
彼
ら
は
言
う
。
一
八
三
九
年
七
月
二
日
、
東
方
問
題
審
議
の
中
で
ベ
リ
エ
は
大

見
得
を
切
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
こ
れ
ら
の
莫
大
な
利
害
〔
東
方
問
題
の
こ
と
一
筆
老
〕
を
前
に
、
私
や
私
の
友
人
が
党
派
的
精
神
の
狭
く
さ
も
し
い
固
定
観
念
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
真

　
　
の
利
害
の
真
面
目
な
検
討
を
し
ば
ら
く
な
お
ざ
り
に
し
か
ね
な
い
と
人
が
言
う
の
を
聞
き
ま
し
た
。
も
し
私
が
そ
ん
な
こ
と
を
し
か
ね
な
い
の
な
ら
ば
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
己
嫌
悪
に
お
ち
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
一
八
四
〇
年
三
月
二
五
日
置
代
議
院
で
は
同
じ
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
テ
ィ
エ
ー
ル
内
閣
の
、
東
方
問
題
に
お
け
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る
対
外
強
硬
政
策
を
支
持
す
る
の
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
私
は
、
あ
な
た
方
も
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
な
た
方
の
血
管
に
流
れ
て
い
る
の
も
フ
ラ
ン
ス
の
血
で
あ

　
る
こ
と
を
知
っ
て
、
私
の
胸
は
高
鳴
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
方
が
国
の
名
誉
、
威
信
、
影
響
力
を
私
と
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の
に
、
私
が
あ
な
た
方
と

　
違
う
意
見
を
も
つ
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
私
は
〔
内
閣
の
外
交
方
針
を
支
持
す
る
と
に
筆
者
〕
宣
言
し
た
の
で
す
。
（
議
場
左
翼
か
ら
再

　
　
　
　
　
⑫

　
び
賛
同
の
声
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
自
由
正
統
王
朝
派
は
、
国
民
的
で
あ
る
点
で
は
オ
ル
レ
ア
ン
派
と
変
り
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
、
自
分
た
ち
の
ナ
シ
オ
ン

観
が
、
思
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
に
は
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
の
ナ
シ
オ
ン
観
と
へ
だ
た
っ
て
は
い
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇒
　
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
受
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
国
威
、
国
益
の
強
調
は
、
も
ち
ろ
ん
対
外
進
出
の
主
張
と
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
大
陸
の
強
国
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
な
く
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

す
ん
で
海
洋
強
国
に
な
る
べ
き
で
あ
り
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
植
民
地
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
中
海
も
「
我
々
の
も
の
で
あ
る
」
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
、
世
界
の
は
し
ば
し
、
イ
ン
ド
洋
や
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
海
洋
に
も
影
響
力
を
広
げ
る
べ
き
で
あ
る
等
々
。

　
対
外
発
展
の
要
求
は
、
国
民
的
栄
光
の
体
現
事
た
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
外
交
路
線
讃
美
を
も
た
ら
す
。
正
確
に
言
う
と
、
ル
イ
一
四
世
と
ナ
ポ

レ
オ
ン
の
外
交
を
同
性
質
の
も
の
だ
と
み
な
し
て
、
こ
れ
と
の
対
比
で
、
七
月
王
政
の
対
英
協
調
、
平
和
外
交
を
軟
弱
で
、
国
益
に
反
す
る
も

の
と
難
じ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
葉
方
問
題
に
関
連
し
て
、
ベ
リ
エ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
を
高
く
評
価
し
、
ヴ
ァ
ル
ミ
ー
の

方
は
「
ル
イ
一
四
世
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
す
な
わ
ち
国
の
栄
光
と
国
力
を
最
も
高
い
段
階
に
引
き
上
げ
た
二
人
」
と
持
ち
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

（一

ｪ
四
〇
年
一
月
一
一
日
の
代
議
院
）
。

　
ス
ペ
イ
ン
問
題
で
も
同
じ
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
王
位
継
承
を
め
ぐ
り
、
カ
ル
ロ
ス
を
か
つ
ぐ
保
守
派
と
、
イ
サ
ベ
ル

を
王
位
継
承
者
と
す
る
進
歩
派
の
間
で
内
乱
が
く
り
広
げ
ら
れ
た
（
カ
ル
リ
ス
タ
戦
争
一
八
三
一
ニ
ー
三
九
V
。
　
こ
の
戦
争
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
正
統
王
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朝
派
は
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
を
支
持
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
両
政
府
は
イ
サ
ベ
ル
側
を
支
援
し
た
。
正
統
王
朝
派
は
保
守
的
反
動
的
シ
ン

パ
シ
ー
か
ら
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
支
持
に
回
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
な
よ
う
だ
が
、
ベ
リ
エ
ら
は
一
応
違
う
言
い
分
を
使
っ
て
い
る
。
「
ス
ペ
イ

ン
問
題
で
私
〔
ラ
ル
シ
1
1
1
筆
者
〕
が
関
心
を
抱
い
て
い
る
の
は
な
か
ん
ず
く
フ
ラ
ン
ス
の
利
益
な
の
で
す
。
」
「
私
自
身
に
つ
い
て
申
し
ま
す
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

絶
対
鷺
主
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
絶
対
業
主
で
あ
る
が
た
め
に
、
私
が
共
感
す
る
王
と
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
」
ベ
リ
エ
は
、

自
分
が
一
八
三
四
年
か
ら
四
〇
年
の
間
、
一
貫
し
て
求
め
た
の
は
ス
ペ
イ
ン
の
政
治
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
の
優
越
で
あ
り
、
東
あ
る
い

は
北
ヘ
フ
ラ
ン
ス
が
進
ま
ね
ぼ
な
ら
な
い
時
、
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
の
う
し
ろ
に
潜
在
的
敵
を
作
ら
な
い
よ
う
に
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と

述
べ
、
こ
の
ピ
レ
ネ
ー
の
障
壁
は
ル
イ
一
四
世
に
よ
っ
て
予
め
ら
れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
低
く
し
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。
自
由
正

統
王
朝
派
の
言
を
信
じ
る
な
ら
、
彼
ら
に
と
り
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
（
当
時
の
摂
政
、
イ
サ
ベ
ル
の
母
）
か
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
か
は
ど
ち
ら
で
も
い
い

　
　
　
　
⑲

の
で
あ
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
我
が
国
の
影
響
力
を
な
く
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
道
を
譲
る
こ
と
と
な
っ
た
現
政
府
の
政
策
は
と
も
か
く
失
敗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
テ
ユ
デ
ス
ク
は
、
東
方
問
題
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
一
八
四
〇
年
頃
、
正
統
王
朝
派
の
名
望
家
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
受
け
入
れ
る
に
い
た
り
、
こ

の
時
に
「
マ
ン
タ
リ
テ
の
逆
転
」
が
あ
っ
た
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
テ
ユ
デ
ス
ク
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
受

容
と
は
い
っ
て
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
代
表
し
て
い
る
三
つ
の
要
素
の
う
ち
二
つ
、
す
な
わ
ち
国
民
精
神
の
具
現
者
と
い
う
側
面
と
、
秩
序
の
復

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

盛
者
と
い
う
面
を
受
容
し
た
の
で
あ
っ
て
、
革
命
の
後
継
者
と
し
て
の
側
面
を
う
け
い
れ
た
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
筆

者
も
そ
こ
に
、
「
マ
ソ
タ
リ
テ
の
逆
転
」
を
認
め
よ
う
と
思
う
。
と
い
う
の
は
二
重
の
意
味
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
彼
ら
の
固
有
の
原
理
に
対
立

す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
一
に
既
述
の
と
お
り
、
そ
も
そ
も
王
政
復
古
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
没
落
に
よ
っ
て
生
じ
た
体
制
で
あ
り
、
西
川
長
夫
氏
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、

帝
制
に
直
接
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
一
八
四
〇
年
当
時
に
お
い
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
革
命
の
後
継
者
で
あ
る
と
い
う
側
面
は
決
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
弱
め
ら
れ
は
し
な
か
っ
た
。
当
時
は
す
ぐ
れ
て
左
翼
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
ル
イ
一
四
世
と
同
様
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
中
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央
集
権
化
を
お
し
進
め
た
人
物
で
あ
り
、
地
方
分
権
を
党
是
と
す
る
正
統
王
朝
派
の
理
想
君
主
と
は
本
来
な
り
え
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
受
容
と
、
一
八
一
五
年
お
よ
び
復
古
王
政
に
対
す
る
態
度
と
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
く
る
。
ま
ず
一
八
一
五
年
の
第
二
次
パ
リ

条
約
に
つ
い
て
は
少
く
と
も
彼
ら
は
こ
れ
を
賞
讃
す
る
よ
う
な
ま
ね
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
上
で
ベ
リ
エ
は
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
か
ら
発
せ
ら
れ

る
非
難
を
次
の
よ
う
に
か
わ
す
。
す
な
わ
ち
、
一
八
一
五
年
置
大
臣
は
誰
だ
っ
た
の
か
、
私
は
ル
イ
一
八
世
に
会
い
に
ガ
ン
に
ま
で
行
き
は
し

な
か
っ
た
と
（
王
政
復
古
初
期
の
政
治
を
動
か
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
純
理
派
で
あ
り
、
ガ
ン
に
行
っ
た
の
は
ギ
ゾ
ー
で
あ
っ
た
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ま
た
復
古
王
政
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
擁
護
し
な
が
ら
、
そ
の
行
為
の
全
て
を
支
持
す
る
も
の
で
は
な
い
旨
強
調
す
る
。
一
八
一
五
年
の
条

約
や
、
復
古
王
政
の
、
反
国
民
的
評
判
か
ら
で
き
る
か
ぎ
り
離
れ
て
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
以
下
の
党
派
と
の
共
通
性
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
ナ

ポ
レ
オ
ン
の
受
容
も
こ
う
し
た
自
由
正
統
王
朝
派
の
自
己
刷
新
の
努
力
（
あ
る
い
は
ポ
ー
ズ
）
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　
一
八
四
〇
年
八
月
、
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
の
蜂
起
に
失
敗
し
て
逮
捕
さ
れ
た
ル
イ
ー
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
超
党
派
的
人
気
の
あ
っ
た
弁

護
士
ベ
リ
エ
に
弁
護
を
依
頼
す
る
。
一
八
一
五
年
ベ
リ
エ
が
ネ
ー
将
軍
を
弁
護
す
る
父
を
手
伝
っ
て
お
り
、
自
身
も
帝
国
の
名
だ
た
る
兵
士
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

弁
護
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
見
こ
ん
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
実
際
彼
は
青
年
時
代
は
心
情
的
な
帝
制
主
義
者
で
あ
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
栄
光
に
酔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

い
し
い
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
ベ
リ
エ
で
あ
っ
た
か
ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
王
党
主
義
と
は
さ
ほ
ど
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
た
の
に
ち
が
い
な
い
。
ベ
リ
エ
は
ル
イ
ー
ナ
ポ
レ
オ
ソ
の
要
請
を
う
け
い
れ
九
月
末
に
貴
族
院
裁
判
所
で
弁
論
に
た
つ
の
で
あ
る
。
一
八
四

〇
年
と
い
う
排
外
的
愛
国
主
義
が
燃
え
上
が
っ
た
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
正
統
主
義
の
国
民
性
を
イ
メ
ー
ジ
・
ア
ッ
プ
す
る
に
は
格
好

の
場
で
あ
っ
た
ろ
う
。

蜀
　
申
産
階
級
へ
の
接
近

（

　
と
こ
ろ
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
受
容
に
ま
で
至
る
自
由
正
統
主
義
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
単
な
る
征
服
欲
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
商
工
業

の
利
害
を
代
弁
し
よ
う
と
し
て
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
ベ
リ
エ
は
工
業
製
品
の
販
路
拡
大
を
政
府
に
迫
る
。
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諸
君
、
物
事
の
自
然
な
変
動
、
公
共
の
富
の
増
大
、
長
い
平
和
の
恩
恵
に
よ
ヶ
ま
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
状
態
は
明
ら
か
に
新
し
い
性
格
を
帯
び
ま
し

　
た
。
　
こ
の
国
は
も
は
や
シ
ュ
リ
ー
の
時
代
の
国
で
は
な
い
。
大
い
な
る
国
力
を
つ
く
る
の
は
特
に
土
地
、
農
業
の
富
で
あ
る
時
代
で
は
も
は
や
な
い
の
で

　
す
。
国
は
す
で
に
そ
し
て
現
在
な
お
工
業
の
大
運
動
の
中
に
駆
り
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
月
、
国
は
莫
大
な
出
費
を
か
け
て
、
あ
の
基
幹
交
通
路
の
改
善

　
へ
と
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
基
幹
路
を
通
っ
て
鼠
の
末
端
に
た
ど
り
つ
き
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
世
界
に
広
が
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
（
一

　
八
四
四
年
五
月
二
七
日
の
代
議
院
）

　
そ
し
て
「
も
し
販
路
が
獲
得
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
…
…
こ
の
蒸
気
機
関
は
す
さ
ま
じ
い
爆
発
」
を
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
コ
だ
か
ら
「
著
し
く

工
業
的
と
な
っ
た
国
、
遠
方
に
出
か
け
て
商
取
引
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
国
は
、
交
換
手
段
、
原
料
、
自
国
の
工
業
製
品
の
販
路
を
言
い
出
し
う

る
地
球
の
様
々
な
場
所
に
支
店
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
」
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
工
業
製
品
を
運
ぶ
船
舶
を
守
る
た
め
に
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
フ
ラ
ン
ス
の
力
を
誇
示
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。

　
同
時
に
、
地
方
分
権
論
者
と
は
い
え
、
さ
き
ほ
ど
の
べ
リ
エ
の
演
説
に
も
あ
る
通
り
、
国
内
交
通
網
の
整
備
を
求
め
て
お
り
、
国
内
市
場
が

統
一
さ
れ
、
経
済
的
統
合
が
進
む
こ
と
に
は
必
ず
し
も
反
対
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
に
も
、
ベ
リ
エ
、
ラ
ル
シ
ー
ら
は
鉄
道
建
設
の
促
進
を
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

め
何
回
と
な
く
討
論
に
介
入
し
て
い
る
。
鉄
道
は
人
的
交
流
を
深
め
、
取
引
を
増
加
さ
せ
、
「
あ
ら
ゆ
る
社
会
活
動
の
一
種
の
共
同
体
を
作
る
」

の
だ
と
べ
リ
エ
は
た
た
え
て
い
る
。

　
ガ
ー
ル
県
の
カ
ト
リ
ッ
ク
王
党
派
に
つ
い
て
研
究
し
た
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
フ
ィ
ッ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
は
七
月
王
政
下
、
地
方
経
済
の
開
発
に
と
り
、

鉄
道
建
設
が
重
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
地
方
の
カ
ト
リ
ッ
ク
実
業
家
が
県
会
で
の
影
響
力
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い

⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
。
南
部
を
選
出
基
盤
と
す
る
ベ
リ
エ
や
ラ
ル
シ
ー
が
、
同
じ
事
情
か
ら
、
南
部
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
意
向
を
国
会
の
場
で
代
弁
し
よ
う
と

し
た
の
だ
と
考
え
て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
地
方
の
活
力
も
国
策
に
左
右
さ
れ
る
時
代
な
の
だ
か
ら
。

　
次
に
か
か
げ
る
の
は
コ
ッ
ク
ス
が
引
用
し
て
い
る
ベ
リ
エ
の
一
八
四
二
年
十
月
三
日
付
け
の
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
宛
書
簡
の
一
節
で
あ
る
。
英

訳
か
ら
の
重
訳
だ
が
あ
え
て
孫
引
き
し
て
み
る
。
「
〔
我
々
は
1
ー
コ
ッ
ク
ス
、
以
下
同
じ
〕
中
産
階
級
が
成
し
遂
げ
た
進
歩
を
注
意
深
く
考
察
し
、
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統
治
に
参
加
す
る
こ
と
を
否
定
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
彼
ら
の
心
配
を
な
く
し
て
や
り
、
安
心
さ
せ
〔
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〕
。
我
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
中
産
階
級
と
和
解
し
、
中
産
階
級
に
時
が
す
で
に
破
壊
し
終
え
た
あ
の
特
権
は
忘
れ
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

　
以
上
の
よ
う
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
業
績
を
た
た
え
る
と
こ
ろ
ま
で
い
き
つ
い
た
彼
ら
の
国
美
的
ポ
ー
ズ
は
、
農
業
的
利
害
だ
け
で
な
く
商
工
業

階
級
へ
の
接
近
、
そ
し
て
経
済
的
統
合
の
進
展
と
い
う
状
況
に
適
合
し
た
形
で
の
地
域
開
発
の
必
要
性
を
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
以
下
の
他
党
派
と
同
じ
よ
う
に
国
民
的
立
場
に
立
つ
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
三
章
で
く
わ
し
く
の
べ
る
よ
う
に
、
新
た
な

矛
盾
を
自
ら
招
く
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
せ
よ
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
に
せ
よ
、
一
七
八
九
年
の
革
命
の
原
理
の
上
に
立
っ
て

い
た
か
ら
、
自
由
正
統
王
朝
派
は
革
命
の
原
理
、
と
く
に
国
民
主
権
の
原
理
を
ど
う
処
理
す
る
か
と
い
う
難
問
を
背
負
い
こ
む
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

①
切
・
智
。
ρ
鼠
。
び
§
．
ミ
こ
℃
」
α
も
。
．
す
で
に
智
O
禽
ミ
鳶
§
㌔
曇
や
§
の
編

　
集
勢
い
O
野
鳥
。
琴
錠
の
一
八
三
一
年
刊
の
著
書
、
§
ミ
諭
旨
、
ミ
↓
§
ミ
ミ
§

　
ミ
ミ
ミ
篭
§
§
角
§
焼
ミ
。
↓
嵩
の
中
に
、
「
国
民
党
℃
霞
鶴
轟
賦
9
巴
」
と
い
う

　
表
現
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
シ
ャ
ン
ギ
ー
の
要
約
に
よ
る
と
こ
の
中
で
、
著
者
は

　
王
党
派
を
「
国
民
党
」
と
位
置
づ
け
、
こ
の
党
と
「
革
命
の
党
℃
p
門
賦
O
o
冨

　
臓
く
。
冨
賦
。
コ
」
と
の
対
抗
が
フ
ラ
ン
ス
政
治
の
特
徴
だ
と
論
じ
て
い
る
。
揖
●
α
o

　
O
ぎ
嶺
ざ
§
・
ミ
‘
℃
や
心
。
。
－
伊

②
O
§
ミ
馬
§
し
ロ
犠
㍗
ト
ミ
嘆
へ
馬
§
♪
匿
旨
〇
二
巴
含
詑
コ
。
く
。
ヨ
竃
㊦
蕊
さ
。
恥
な

　
唱
鍵
↓
鼠
。
。
。
タ
。
㌔
．
ミ
．
蓉
■
一
浩
．
曽
S
な
お
霊
註
9
豊
ま
と
は
、
世
紀
宋
か

　
ら
一
般
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
言
二
〇
奉
募
ヨ
。
と
ほ
ぼ
同
意
と
考
え
て
よ
い
。

③
ミ
。
ミ
、
ミ
ミ
ミ
～
き
馬
益
ミ
（
以
下
等
ご
ミ
登
ミ
と
略
す
y
甘
＆
一
嵩
噺
缶
＝
9

　
一
Q
o
蟄
．

④
　
ナ
シ
オ
ン
と
い
う
雷
葉
は
、
一
七
九
一
年
憲
法
と
と
も
に
「
政
治
用
語
の
中
に

　
加
わ
る
」
。
一
＄
㌣
閃
Φ
融
Q
Q
葺
暮
8
ρ
ρ
い
．
ミ
魯
喬
ミ
ご
§
紺
§
ミ
鵠
転
§
ミ
碕
§

　
勘
“
§
風
§
諺
℃
ρ
二
ω
、
お
刈
卜
。
噛
や
鐙
■
ま
た
言
う
ま
で
も
な
く
フ
ラ
ン
ス
革
命
期

　
に
お
い
て
℃
舞
賦
。
富
の
と
は
革
命
支
持
派
の
こ
と
で
あ
る
。
ナ
シ
オ
ソ
に
せ
よ
祖

　
国
に
せ
よ
、
当
時
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
伝
統
と
左
翼
的
イ
メ
ー
ジ
が
深
く
浸
み
こ

　
ん
だ
言
葉
で
あ
る
。

⑤
図
．
丙
剃
下
。
ロ
鼻
§
．
ミ
こ
や
一
㊤
．
な
お
、
新
し
い
改
訂
版
で
も
、
こ
の
箇
所
は

　
変
わ
っ
て
い
な
い
。
固
・
卜
＄
父
王
画
、
題
§
、
ミ
§
馬
・
磨
亀
こ
℃
p
二
も
，
・
H
㊤
◎
。
b
⊃
”
や

　
b
o
ω
「

⑥
西
川
長
夫
『
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
と
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
』
岩
波
書
店
一

　
九
八
四
年
号
三
一
〇
－
一
頁
参
照
。

⑦
言
奔
O
o
〆
ミ
栖
ミ
‘
℃
■
亟
お
．

⑧
目
H
．
（
げ
Ω
歪
農
ざ
§
竜
ミ
■
℃
唱
舳
O
O
■
本
文
巾
で
は
シ
ャ
ン
ギ
ー
は
約
四
〇
名

　
と
書
い
て
い
る
が
、
県
体
的
に
名
を
挙
げ
て
い
る
の
は
三
一
　
名
で
し
か
な
い
。
シ

　
ャ
ン
ギ
ー
が
作
成
し
て
い
る
分
布
図
で
も
三
二
名
に
し
か
な
ら
な
い
。

⑨
§
ミ
馬
§
3
邑
費
a
♂
噺
塁
謀
2
お
念
’

⑩
き
ミ
“
馬
§
い
鴇
旨
巴
二
㊤
9
0
茸
三
富

⑪
臥
溝
ミ
§
辱
ミ
へ
§
§
ミ
§
（
以
下
さ
罫
・
誉
§
と
略
す
y
ρ
這
⑦
し
。
長
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や
譲
①
．

⑫
き
ミ
馬
曲
§
噺
窪
a
N
①
旨
鍵
。
・
野
心
ρ

⑬
　
一
八
四
〇
年
三
月
二
五
日
の
代
議
院
で
の
べ
リ
エ
の
発
言
。
き
ミ
・

⑭
　
例
え
ば
、
一
八
三
七
年
一
月
九
日
の
貴
族
院
で
の
ド
ゥ
ル
翻
ブ
レ
ゼ
の
演
説
を

　
参
照
。
」
§
ダ
特
ミ
翻
鉾
一
一
G
。
㌧
ち
0
9
℃
』
。
。
呼

⑮
　
一
八
三
九
年
七
月
二
日
の
代
議
院
で
の
べ
リ
ニ
の
言
葉
。
　
」
§
沖
憾
ミ
黛
叶

　
同
卜
。
ρ
δ
旨
b
℃
．
刈
δ
■

⑯
一
八
四
二
年
一
月
二
〇
日
の
代
議
院
で
の
べ
リ
エ
の
発
言
。
ミ
§
執
§
§
く
9
、

　
紆
①
巳
b
σ
同
智
ロ
謀
。
『
一
◎
Q
お
◆

⑰
§
ミ
§
ミ
ヒ
ぎ
き
。
9
一
b
。
智
昌
鼠
臼
μ
。
。
心
O
．

⑱
　
一
八
四
〇
年
三
月
二
日
目
代
議
院
で
の
発
言
。
　
ミ
§
§
窪
き
く
Φ
＆
三
島
ω

　
ヨ
即
「
も
自
H
Q
O
幽
ρ

⑲
　
一
八
四
〇
年
＝
一
月
一
日
の
代
議
院
。
§
噂
§
偽
ミ
・
導
。
容
器
臼
邸
α
傷
8
旨
鐸
①

　
一
〇
。
鼻
ρ

⑳
一
八
四
一
年
一
月
四
日
の
貴
族
院
で
の
ド
ゥ
ル
“
ブ
レ
ゼ
の
発
言
。
き
§
－

　
§
§
ヨ
晋
象
窃
冒
昌
£
窪
一
◎
。
蒔
一
’

⑳
月
＆
窃
ρ
層
§
ミ
‘
け
一
℃
や
窃
念
山

⑳
　
西
川
　
前
掲
書
　
三
｝
二
頁
を
参
照
。

＠
　
一
八
三
四
年
一
二
月
三
一
日
、
お
よ
び
一
八
四
二
年
一
月
二
〇
日
の
代
議
院
で

　
の
べ
リ
エ
の
発
言
。
臥
篭
酔
特
ミ
㌍
ひ
O
ど
℃
’
9
S
§
註
§
良
く
。
民
N
o
巳

　
b
o
一
廿
瓢
く
器
罫

⑳
　
フ
ィ
ッ
ッ
u
ジ
ャ
ム
は
一
八
三
一
年
四
月
一
九
日
の
貴
族
院
で
、
七
月
革
命
の

　
直
接
の
引
き
金
と
な
っ
た
一
八
三
〇
年
七
月
の
シ
ャ
ル
ル
十
世
の
勅
令
、
い
わ
ゆ

　
る
〈
七
月
勅
令
〉
は
基
本
法
鳴
9
。
h
o
＆
p
ヨ
。
馨
鎗
。
　
へ
の
朔
白
な
侵
害
で
あ

　
つ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
ベ
リ
エ
は
、
一
八
四
四
年
一
月
二
六
日
の
代
議
院
に

　
お
い
て
、
復
古
王
政
は
異
な
る
政
治
体
捌
を
支
持
す
る
意
見
に
は
非
常
に
不
寛
容

　
で
あ
っ
た
こ
と
を
率
直
に
認
め
て
い
る
。
臥
ま
漸
憾
ミ
N
・
・
戸
Φ
。
。
・
一
。
。
。
。
。
。
・
℃
・
ざ
臼

　
§
ミ
無
§
き
く
。
鵠
島
。
（
嵩
N
↓
旨
■
ミ
一
興
一
◎
Q
念
’

⑭
目
α
■
い
0
8
蒙
①
戸
愚
．
守
旧
．
’
娼
や
b
。
○
。
ム
臼

⑳
　
一
八
五
一
年
七
月
一
六
日
の
立
法
議
会
で
ベ
リ
エ
は
、
一
八
歳
、
二
〇
歳
で
も

　
ま
だ
帝
制
主
義
者
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
き
ミ
§
ミ
こ
Φ
二
良
嵩
甘
一
｝
δ
け

　
H
Q
Q
竃
■

⑳
司
島
。
い
8
騨
星
⑦
ρ
§
．
ミ
ニ
唱
■
器
『
占
蒔
．
国
⑳
匿
。
冒
8
ヨ
・
8
切
ミ
ミ
ミ
§
い

　
特
需
8
軌
爺
℃
曽
二
ρ
一
㊤
ω
◎
。
㌔
o
げ
9
葦
簾
o
H
く
・
な
お
ベ
リ
エ
の
弁
護
演
説
は
ミ
。
註
，

　
§
き
同
寒
ミ
岩
噂
0
9
0
σ
お
ド
。
◎
偽
9
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑱
ミ
§
§
蚤
冨
コ
隻
b
。
刈
g
讐
p
『
象
b
。
。
。
ヨ
ρ
二
。
。
日
劇
’

⑳
⑬
に
同
じ
。

⑳
⑱
に
同
じ
。

⑳
　
　
八
三
八
年
五
月
八
日
の
代
議
院
で
の
べ
リ
エ
の
発
言
。
　
」
§
沖
特
ミ
計
粋

　
一
一
ρ
や
b
σ
O
り
噸

⑫
　
し
ロ
ニ
竃
盟
ぐ
℃
葺
凱
。
ぎ
O
費
昏
。
＝
o
知
。
賓
㊤
＝
ω
ヨ
ぎ
島
①
U
①
嵩
答
8
④
三
〇
h

　
些
o
O
寒
害
O
p
日
σ
二
£
o
層
一
㊤
Q
。
ω
、
℃
や
羅
ω
ム
G

⑳
　
ベ
リ
エ
は
マ
ル
セ
イ
ユ
選
出
、
ラ
ル
シ
！
は
モ
ン
ペ
リ
エ
選
出
の
代
議
士
で
あ

　
る
。
⑭
蜜
塑
O
o
3
ミ
栖
ミ
‘
や
合
N
●
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二
　
　
「
法
定
国
民
」
と
現
実
の
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
土
地
所
有
者
と
戸
主
の
民
主
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
こ
の
よ
う
に
、
近
代
化
さ
れ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
t
と
の
同
盟
を
志
し
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
等
の
他
党
派
の
抱
く
ナ
シ
オ
ン
観
と
の
共
通
性
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
自
由
正
統
王
朝
派
で
あ
っ
た
が
、
ナ
シ
オ
ン
の
意
志
決
定
に
参
加
す
る
国
民
の
層
に
関
し
て
は
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
と
根
本
的
な
と

こ
ろ
で
立
場
を
異
に
し
て
い
た
。
七
月
王
政
は
直
接
税
二
百
フ
ラ
ン
以
上
を
払
う
満
二
五
歳
以
上
の
男
子
の
み
に
国
政
選
挙
権
を
与
え
て
い
た
。

制
限
選
挙
制
下
で
国
政
参
政
権
を
有
す
る
国
民
は
「
法
定
国
民
」
膨
誘
一
£
巴
と
呼
ば
れ
、
体
制
の
末
期
で
も
二
四
万
八
千
人
に
す
ぎ
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
。
一
八
四
八
年
四
月
の
普
通
選
挙
の
時
の
有
権
者
が
九
三
六
万
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
現
実
の
国
民
と
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
、
自
由
正
統
王
朝
派
は
国
民
主
権
に
反
対
し
つ
つ
、
選
挙
権
の
拡
大
を
主
張
し
、
現
実
の
国
々
に
よ
り
近
づ
こ
う
と
す
る
。

　
ま
ず
ど
の
よ
う
な
選
挙
改
革
案
を
も
っ
て
い
た
か
を
見
よ
う
。
ベ
リ
エ
は
一
八
三
一
年
二
月
二
五
日
、
代
議
院
で
次
の
案
を
出
し
て
い
る
。

　
　
市
民
的
権
利
を
享
受
し
、
地
租
台
帳
に
と
も
に
一
年
前
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
満
二
五
歳
以
上
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
そ
の
政
浩
的
住
所
の
あ
る
コ
ミ
ェ
！

　
ソ
の
第
一
次
集
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。

　
　
第
一
次
集
会
は
王
に
よ
り
王
国
の
各
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
お
い
て
招
集
さ
れ
、
選
挙
人
を
指
名
す
る
。
選
挙
人
の
人
数
は
人
工
ニ
百
人
に
つ
き
一
人
の
割
合
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
各
コ
ミ
ュ
ー
ン
ご
と
に
定
め
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
八
三
二
年
三
月
二
八
日
に
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』
紙
は
政
綱
を
発
表
す
る
が
、
そ
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
選
挙
改

革
案
が
も
り
こ
ま
れ
て
い
た
。

　
　
三
、
我
々
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
と
地
方
の
集
会
に
召
集
さ
れ
た
ナ
シ
オ
ソ
の
代
表
者
に
よ
る
税
と
法
律
の
自
由
な
投
票
を
宜
言
す
る
。
我
々
は
一
七
八
九
年
一

　
月
二
四
日
の
宣
雷
に
し
た
が
っ
て
、
「
住
所
を
有
し
、
直
接
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
二
五
歳
以
上
の
フ
ラ
ン
ス
人
、
も
し
く
は
フ
ラ
ン
ス
に
帰
化
し
た
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者
」
を
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
集
会
に
呼
ぶ
。

　
仮
に
一
八
三
一
年
の
ベ
リ
一
案
を
A
案
、
三
二
年
の
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』
紙
の
案
を
B
案
と
し
て
お
こ
う
。
A
案
と
B
案
の
違

い
は
、
A
案
が
選
挙
権
資
格
と
し
て
地
租
納
入
を
条
件
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
B
案
で
は
地
租
で
あ
る
な
し
に
関
わ
り
な
く
、
直
接
税
納
入

を
条
件
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
B
案
は
ベ
リ
エ
ら
と
は
違
う
「
国
民
の
権
利
」
派
の
案
で
あ
る
が
、
以
下
に
あ
げ
る
理
由
に
よ
っ
て
自
由
正

統
王
朝
派
が
許
容
す
る
案
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
第
一
に
シ
ャ
ン
ギ
ー
に
よ
る
と
、
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』
紙
の
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

二
八
日
の
宣
言
に
対
し
ベ
リ
エ
ら
は
支
持
を
与
え
て
い
る
。
第
二
に
B
案
の
準
拠
す
る
一
七
八
九
年
一
月
二
四
濤
の
宣
言
に
よ
っ
て
召
集
さ
れ
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
全
国
三
部
会
は
ベ
リ
エ
ら
に
と
っ
て
も
代
議
制
を
考
え
る
上
で
の
一
つ
の
手
本
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
と
こ
ろ
で
一
八
四
三
年
五
月
二
五
日
に
は
、
バ
ス
チ
ー
ド
に
よ
っ
て
議
会
の
正
統
王
朝
派
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
下
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
『
コ
チ
ヂ

ェ
ン
ヌ
』
卜
＆
£
§
畿
ミ
§
謹
紙
に
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
「
税
を
払
う
者
に
よ
る
税
の
投
票
」
「
全
人
民
一
①
℃
①
巷
一
Φ
窪
菖
窪
の
真
の

政
治
代
表
」
を
求
め
る
と
あ
る
。
や
や
不
明
確
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
税
納
入
を
地
租
と
は
限
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
B
案
に
沿
っ
た
形
の
案

だ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
次
に
B
案
を
中
心
に
し
て
、
正
統
王
朝
派
の
案
で
は
選
挙
民
の
数
は
一
体
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
考
え
て
み
よ
う
。
た
だ
し
直
接
税
納
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

者
数
が
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
一
九
世
紀
前
半
の
間
に
制
定
さ
れ
た
選
挙
法
と
の
比
較
類
推
す
る
こ
と

で
満
足
し
て
お
く
。

　
B
案
に
最
も
近
い
選
挙
資
格
を
定
め
て
い
る
の
は
共
和
歴
三
年
の
い
わ
ゆ
る
テ
ル
ミ
ド
…
ル
憲
法
で
あ
る
。
地
租
、
対
人
課
税
を
と
わ
ず
直

接
税
。
。
纂
ユ
げ
鼻
δ
φ
象
お
♀
ρ
h
8
。
女
装
。
口
℃
角
ω
○
導
①
一
一
①
を
払
う
二
一
歳
以
上
上
の
男
子
全
て
が
市
民
と
さ
れ
、
第
一
次
集
会
に
参
加
で

　
⑦
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
第
一
次
集
会
に
参
加
で
き
た
の
は
男
子
成
年
人
口
の
約
四
分
の
三
で
、
人
数
に
し
て
約
五
〇
〇
万
程
度
で
あ
っ
た
と
言

　
　
⑧

わ
れ
る
。

　
直
接
税
に
含
ま
れ
る
四
税
の
う
ち
、
最
も
多
く
の
数
の
国
民
が
払
う
の
は
地
租
と
対
人
的
動
産
税
冨
×
Φ
娼
霞
ω
○
鵠
器
に
①
象
ヨ
。
σ
一
一
写
お
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七月王政期の自由正統iiE朝派とナシオン（上垣）

で
あ
ろ
う
。
地
租
納
入
者
数
は
推
定
に
よ
る
他
は
な
い
が
、
男
子
二
一
歳
以
上
で
対
人
的
動
産
税
の
う
ち
人
的
部
分
の
納
入
者
は
一
八
五
〇
年

五
月
三
一
日
の
普
通
選
挙
を
廃
止
し
た
法
律
の
審
議
の
中
で
出
て
く
る
数
字
を
信
用
す
れ
ば
、
そ
の
数
は
約
五
四
〇
万
人
、
当
時
九
六
〇
万
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
選
挙
民
が
い
た
か
ら
、
そ
の
約
半
分
の
五
〇
数
％
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
B
案
の
年
齢
蓋
置
を
二
五
歳
か
ら
二
一
歳
に
引
き
下
げ
れ
ば
、
成
年
男
子
の
少
く
と
も
半
分
、
多
く
て
四
分
の
三
程
度
と
な
る
。

同
じ
よ
う
に
年
齢
を
一
二
歳
に
引
き
下
げ
て
、
一
八
五
〇
年
段
階
で
考
え
る
と
、
最
低
五
四
〇
万
人
置
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
憲
法
で
の
成
年
人
口
比

約
四
分
の
三
を
適
用
す
る
と
、
七
〇
〇
万
人
程
度
に
な
る
。
こ
の
数
は
ベ
リ
エ
が
全
国
三
部
会
の
選
挙
に
は
六
〇
〇
万
人
が
参
加
し
た
の
だ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

誇
っ
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
も
、
ベ
リ
エ
ら
に
と
り
許
容
し
う
る
数
字
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
で
は
五
～
六
〇
〇
万
に
の
ぼ
る
選
挙
権
を
与
え
ら
れ
る
層
と
は
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
人
々
か
。
直
接
税
の
う
ち
主
に
問
題
と
な
る
の
は
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

述
の
通
り
、
地
租
と
対
人
的
動
産
税
で
あ
る
。
地
租
を
払
う
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ち
土
地
所
有
者
で
あ
る
。
対
人
的
動
産
税
は
、
一
八
三
二

年
四
月
二
一
日
の
法
律
に
よ
っ
て
、
赤
貧
者
ぎ
象
σ
q
Φ
暮
ω
以
外
の
、
生
計
手
段
を
個
人
的
に
有
す
る
男
女
全
て
の
住
民
に
課
せ
ら
れ
た
。
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

母
と
同
居
す
る
子
供
は
成
人
、
未
成
人
を
問
わ
ず
、
生
活
す
る
に
足
る
収
入
源
が
独
自
に
あ
る
場
合
は
課
税
対
象
と
な
っ
た
。
逆
に
い
え
ぼ
親

と
は
別
個
に
自
分
の
固
有
の
収
入
が
な
い
時
に
は
成
人
男
子
と
い
え
ど
も
課
税
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
税
を
払
う
た
め

に
は
「
金
持
ち
で
は
な
く
と
も
『
定
職
に
つ
い
て
σ
霞
窪
己
い
な
け
れ
ぼ
な
ら
ず
、
貧
民
宿
σ
q
p
二
一
に
生
活
す
る
労
働
者
、
従
業
員
、
父
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

家
に
住
む
農
民
。
三
態
く
鉢
①
窺
や
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
家
庭
の
息
子
は
納
税
義
務
が
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
逆
に
農
村
の
旦
雇
い
8
ヨ
鎧
巽
ω
や
年

雇
α
o
旨
霧
賦
ρ
器
の
小
作
農
h
興
邑
Φ
屋
が
子
供
に
経
営
を
譲
る
と
、
子
供
が
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
る
か
わ
り
に
、
親
の
方
は
台
帳
か
ら
抹

　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
五
一
年
で
約
六
六
三
万
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
人
、

消
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
対
人
課
税
納
税
者
は
一
八
三
七
年
で
約
⊥
企

以
上
か
ら
、
地
租
同
様
対
人
課
税
も
農
村
の
方
が
納
税
者
の
比
率
は
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
農
村
の
中
で
も
、
と
く
に
家
長
、
戸
主

が
主
た
る
担
税
者
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
土
地
所
有
者
も
大
抵
は
戸
主
で
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
自
由
正
統
王
朝
派
の
選
挙
改
革
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

で
主
た
る
選
挙
民
（
正
確
に
は
第
一
次
集
会
の
参
加
者
）
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
農
村
に
住
む
土
地
所
有
者
1
1
家
長
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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こ
う
し
て
日
本
の
村
の
寄
合
で
各
芦
の
代
表
者
が
集
う
が
ご
と
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
、
人
な
み
の
暮
し
を
し
て
い
る
各
世
帯
の
代
表
者
が
第
一
次

集
会
に
集
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
全
人
民
の
真
の
政
治
代
表
」
が
達
成
さ
れ
る
の
だ
と
彼
ら
は
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。

94　（782）

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
選
挙
の
「
徳
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
自
由
正
統
王
朝
派
の
選
挙
改
革
案
は
普
通
選
挙
が
施
行
さ
れ
る
一
八
四
八
年
以
降
は
も
は
や
時
代
遅
れ
で
、
反
動
的
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
選
挙
資
格
だ
け
を
と
っ
て
み
る
と
、
七
月
王
政
の
選
挙
制
度
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
進
歩
的
に
見
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
七
月
王
政
の
時
点
で
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
あ
っ
た
主
張
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
の
か
。
ま
ず
、
戦
術
的
な

面
で
は
農
村
に
な
お
根
強
い
基
盤
を
も
つ
正
統
王
朝
派
に
と
り
、
選
挙
権
が
農
民
に
与
え
ら
れ
れ
ば
、
大
い
に
有
利
に
な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

　
⑰
よ
う
。

　
で
は
こ
の
よ
う
な
戦
術
的
党
派
的
配
慮
の
外
に
、
「
国
益
」
に
関
わ
る
戦
略
的
発
想
は
あ
る
の
か
。
　
シ
ャ
ン
ギ
ー
に
よ
る
と
、
従
来
の
歴
史

家
は
、
こ
の
点
に
関
し
、
相
当
皮
相
な
見
方
を
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
例
と
し
て
、
復
古
王
政
下
の
ユ
ル
ト
ラ
と
同
様
の
反
対
の
た
め
の
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

対
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
い
う
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
の
見
解
を
ひ
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
シ
ャ
ン
ギ
ー
は
選
挙
権
拡
大
の
主
張
は
王

政
復
古
下
の
ユ
ル
ト
ラ
の
中
に
す
で
に
存
在
し
て
お
り
、
七
月
王
政
期
の
正
統
王
朝
派
の
改
革
案
は
付
け
焼
き
刃
で
は
な
い
こ
と
、
お
よ
び
王

政
復
古
初
期
の
ユ
ル
ト
ラ
は
議
会
制
の
発
展
を
支
持
し
て
お
り
、
む
し
ろ
議
会
制
に
対
し
敵
対
的
で
あ
っ
た
の
は
ロ
ワ
イ
エ
ー
コ
ラ
ー
ル
ら
の

純
理
派
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
従
来
の
歴
史
家
は
議
会
制
と
王
党
派
は
相
い
れ
な
い
も
の
だ
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
、
正
統
王
朝
派
の
選
挙
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

革
案
を
ま
と
も
に
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
の
だ
と
切
り
す
て
て
い
る
。

　
ユ
ル
ト
ラ
や
正
統
王
朝
派
が
代
議
制
に
理
解
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
重
要
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
シ
ャ
ン
ギ
ー
は
、
王
党
派
の
リ
ベ
ラ

ル
さ
あ
る
い
は
近
代
性
を
強
調
す
る
の
に
急
な
余
り
、
そ
の
反
革
命
性
に
つ
い
て
は
、
意
識
的
か
無
意
識
の
う
ち
に
か
、
検
討
対
象
か
ら
外
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
自
由
正
統
王
朝
派
の
議
員
は
彼
ら
の
改
革
案
の
反
革
命
性
を
か
な
り
率
直
に
述
べ
て
い
る
。
民
衆
に
選
挙
権
を
与
え
る
必
要
が
あ
る

の
は
、
社
会
の
安
定
化
を
図
り
、
革
命
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
と
。
ド
ゥ
ル
ー
ブ
レ
ゼ
は
一
八
三
一
年
三
月
三
〇
日
貴
族
院
で
次
の
よ
う
に

論
ず
る
。
七
月
革
命
の
原
因
は
選
挙
権
を
直
接
税
三
百
フ
ラ
ン
以
上
払
う
二
五
歳
以
上
の
男
子
に
限
っ
た
一
八
一
七
年
の
選
挙
法
に
あ
る
。

「
も
し
貴
族
的
な
選
挙
会
で
は
な
く
、
　
フ
ラ
ン
ス
人
の
大
部
分
」
に
選
挙
権
を
与
え
て
い
た
ら
、
「
王
権
は
旧
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
と
組
ん
で

民
衆
を
抑
圧
し
て
い
る
」
な
ど
と
い
う
デ
マ
を
ナ
シ
オ
ソ
は
信
じ
は
し
な
か
っ
た
ろ
う
に
。
だ
か
ら
、
革
命
の
防
止
に
は
民
衆
の
政
治
参
加
が

不
可
欠
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
土
台
も
壁
も
棟
も
な
い
よ
う
な
大
き
な
建
造
物
」
は
永
続
き
し
な
い
の
だ
と
。

　
民
衆
の
政
治
参
加
の
必
要
性
は
、
民
衆
に
民
主
主
義
的
な
意
識
が
す
で
に
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
説
明
さ
れ
る
。
ド
ゥ
ル
H
ブ
レ
ゼ
は

続
け
て
言
う
。

　
く
り
か
え
し
ま
す
が
、
選
挙
法
は
今
日
不
可
避
的
、
必
然
的
に
民
主
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
啓
蒙
と
富
の
普
及
に
よ
っ
て
民
主
主
義
が

　
習
俗
の
中
に
植
え
付
け
ら
れ
、
根
付
い
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
こ
れ
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
の
こ
と
な
の
で
す
。
泣
い
て
も
笑
っ
て
も
、
こ
れ
が

　
　
　
　
　
　
⑳

　
現
実
な
の
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
政
治
意
識
の
高
ま
り
を
考
慮
に
い
れ
て
、
そ
れ
が
革
命
と
い
う
形
で
爆
発
し
な
い
よ
う
に
、
民
衆
の
政
治

参
加
を
上
か
ら
促
が
し
、
社
会
不
安
を
解
消
せ
よ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
自
由
正
統
王
朝
派
の
選
挙
改
革
案
の
漸
悟
は
選
挙
権
の
拡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

大
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
選
挙
権
を
与
え
つ
つ
、
い
か
に
そ
の
心
心
行
動
を
「
徳
化
す
る
B
。
目
巴
冨
禽
」
か
、
す
な
わ
ち
、
名

望
家
的
秩
序
を
脅
か
し
う
る
危
険
な
要
素
を
ど
う
と
り
除
く
か
、
そ
こ
に
関
心
を
注
ぐ
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
A
案
、
B
案
と
も
、
間
接
選
挙
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
ド
ゥ
ル
H
ブ
レ
ゼ
は
先
に
引
用
し
た
三
一
年
の
演
説
の
中
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
こ
の
民
主
主
義
が
危
険
と
な
ら
な
い
よ
う
に
作
用
さ
せ
る
た
め
に
、
民
主
主
義
の
糧
を
そ
れ
に
固
有
な
事
務
の
管
理
、
つ
ま
り
代
表
者
の
選
択
の
中
に
求

　
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
・
…
：
（
中
略
）
…
…
私
は
〔
有
権
者
の
腱
筆
者
〕
数
が
多
い
こ
と
は
心
配
し
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
～
七
九
一
年
の
よ
う
に
、
第
一
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次
集
会
を
開
き
、
そ
こ
で
民
衆
が
選
挙
人
を
指
名
し
、
つ
い
で
後
者
が
代
議
土
を
指
名
す
れ
ぱ
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
に
は
ほ
と
ん
ど
チ
ャ
ン
ス
は
な
い
だ
ろ
う

　
と
私
は
思
い
ま
す
。
〔
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
打
筆
者
〕
中
央
委
員
会
は
大
衆
に
対
す
る
影
響
力
を
減
ら
し
、
彼
ら
本
来
の
意
図
、
本
当
の
欲
求
、
利
害
に
ず
つ

　
と
身
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
民
衆
は
す
ば
ら
し
い
良
識
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
も
、
彼
ら
の
間
接
選
挙
制
は
「
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
」
す
な
わ
ち
急
進
派
を
排
除
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
。
ま
ず
、
彼
ら
の
間
接

選
挙
制
は
、
選
挙
権
の
行
使
を
個
々
の
有
権
老
の
行
為
と
し
て
で
は
な
く
、
選
挙
区
と
な
っ
て
い
る
地
域
集
団
と
し
て
の
意
志
表
示
で
あ
る
と

す
る
考
え
方
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ベ
リ
エ
は
A
案
の
趣
旨
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、
「
政
治
的
家
族
の
あ
の
集
合
体
で
あ
る
コ
、
ミ

ュ
ー
ン
。
o
ヨ
ヨ
g
口
Φ
ρ
8
ヰ
①
㊤
σ
登
審
σ
q
ρ
け
δ
昌
創
Φ
ド
ヨ
田
Φ
。
・
℃
o
年
5
鄭
Φ
ω
」
が
選
挙
人
を
指
名
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
で
選
ば
れ
た
選
挙
人
は

「
共
通
利
害
の
受
任
者
8
㊤
⇔
α
二
巴
お
。
・
α
、
冒
審
即
諾
o
o
ヨ
ヨ
諺
ω
」
な
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。
地
方
の
影
響
力
冒
ゆ
器
⇔
o
Φ
ω
畠
。
一
〇
。
悪
闘
訟
は

有
害
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
第
一
次
集
会
に
多
く
の
民
衆
を
参
加
さ
せ
「
社
会
の
全
て
の
階
級
に
つ
な
が
り
を
も
た
せ
る
」
こ
と
に
よ

り
、
コ
、
ミ
ュ
ー
ン
の
意
志
を
出
来
る
だ
け
正
確
に
表
明
さ
せ
る
こ
と
を
ペ
リ
エ
は
重
視
す
る
。

　
一
八
四
四
年
五
月
二
四
日
の
代
議
院
で
ラ
ル
シ
ー
は
さ
ら
に
突
っ
こ
ん
で
、
当
時
の
立
法
の
個
人
主
義
原
理
を
非
難
し
、
間
接
選
挙
制
の
効

用
を
説
く
。

　
現
在
の
立
法
の
原
則
は
揚
玉
主
義
で
あ
り
ま
す
。
確
か
な
基
礎
、
義
務
、
責
任
の
伴
わ
な
い
権
利
を
与
え
る
と
、
勝
手
気
儘
と
い
う
致
命
的
な
結
果
を
う
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
リ
ユ
　

　
ま
す
。
自
己
の
権
利
の
行
使
に
あ
た
っ
て
他
の
誰
を
も
考
慮
せ
ず
、
自
分
が
活
動
す
る
社
会
の
人
々
と
何
ら
の
つ
な
が
り
も
持
た
ぬ
選
挙
人
は
道
を
外
れ
て

　
絶
対
的
独
立
に
お
ち
い
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
自
分
勝
手
な
権
利
と
同
じ
く
ら
い
物
理
的
で
、
恣
意
的
な
障
害
を
法
律
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
は
め
に
き
っ

　
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ラ
ル
シ
ー
に
よ
る
と
「
自
分
に
固
有
な
権
利
を
持
っ
て
い
る
者
」
は
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
「
全
て
の
権
利
は
委
任
と
義
務
を
前
提
」
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
間
接
選
挙
制
は
、
代
表
を
通
じ
て
の
み
権
利
を
認
め
る
点
で
、
「
個
人
主
義
的
弊
害
」
か
ら
無
縁
な
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
B
案
に
は
、
引
用
し
た
箇
所
の
少
し
後
に
「
記
名
投
票
く
9
①
虐
三
ざ
雲
℃
箕
Φ
纂
、
こ
れ
は
ナ
シ
オ
ン
の
性
格
と
フ
ラ
ン
ス
の

96　（784）
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名
誉
に
唯
一
ふ
さ
わ
し
い
形
態
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
考
え
て
、
責
任
あ
る
投
票
を
保
証
す
る
た
め
、
記
名
投
票
も
検
討
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
自
由
正
統
王
朝
派
は
参
政
権
を
個
々
の
人
間
に
属
す
る
基
本
的
人
権
だ
と
は
全
く
考
え
て
お
ら
ず
、

ま
た
一
人
一
入
が
自
分
の
政
治
的
信
条
に
従
っ
て
投
票
す
る
と
い
う
こ
と
も
脳
裏
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
全
体
性
を
強
調
し
て
個
人
の
意
見
を
尊
重
し
よ
う
と
し
な
い
正
統
王
朝
派
が
、
党
派
、
あ
る
い
は
党
派
対
立
を
好
ま
し
く
な
い

と
思
っ
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
ペ
リ
エ
に
と
り
、
他
党
派
は
「
個
人
主
義
」
に
毒
さ
れ
て
い
た
。

　
　
唾
棄
す
べ
き
も
の
が
諸
党
派
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。
醜
悪
な
も
の
が
い
つ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
個
人
的
な
感
情
で
あ
り
、
野
心
で
あ
り
、
利
己
主
義
的

　
な
考
え
で
あ
り
、
自
分
自
身
が
、
あ
る
い
は
そ
の
手
の
者
が
国
の
永
続
的
で
重
要
な
利
害
の
中
で
常
に
支
配
的
で
あ
り
た
い
と
思
う
こ
と
な
の
で
す
。
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
八
三
六
年
六
月
二
日
の
代
議
院
）

　
一
般
に
彼
ら
は
激
し
い
政
治
対
立
、
そ
れ
に
よ
る
国
論
の
分
裂
を
憎
ん
だ
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
分
裂
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
の
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
り
、
ベ
リ
エ
に
よ
る
と
オ
ル
レ
ア
ン
派
内
部
に
お
い
て
す
ら
分
裂
が
生
じ
る
の
は
、
こ
の
革
命
の
原
理
の
せ
い
で
あ
っ
た
。
同
じ
よ
う
な
趣

旨
の
も
と
二
月
革
命
直
前
の
段
階
で
、
フ
ァ
ル
ー
は
党
派
抗
争
の
停
止
を
よ
び
か
け
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
　
も
し
大
革
命
が
あ
な
た
方
〔
オ
ル
レ
ア
ン
派
一
筆
老
〕
に
と
り
、
一
方
の
党
派
が
他
の
党
派
を
絶
滅
し
お
え
る
ま
で
続
け
ら
れ
る
二
党
派
間
の
絶
え
ず
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
生
さ
れ
る
闘
争
、
我
々
が
最
も
苦
痛
を
覚
え
る
思
い
出
を
た
え
ず
呼
び
さ
ま
す
も
の
な
ら
ば
、
あ
な
た
方
自
身
も
前
世
紀
の
遣
物
な
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
党
派
対
立
は
彼
ら
の
嫌
悪
の
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
は
民
衆
の
政
治
参
加
と
、
党
派
対
立
の
回
避
と
を
同
時
に
実
現

す
る
道
を
探
し
求
め
る
。
も
し
、
直
接
選
挙
制
と
、
秘
密
投
票
の
下
で
、
「
共
通
利
害
」
に
縛
ら
れ
ず
に
各
人
が
思
う
が
ま
ま
に
「
無
責
任
」

に
票
を
投
ず
る
こ
と
が
許
さ
れ
れ
ば
、
全
国
政
治
の
対
立
図
式
が
農
村
に
も
ち
こ
ま
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
E
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
言
う
よ
う
に
、

政
治
化
と
は
、
政
治
選
択
は
可
能
な
の
だ
、
別
の
党
派
の
名
望
家
を
当
選
さ
せ
て
も
構
わ
な
い
の
だ
と
い
う
意
識
を
も
つ
民
衆
が
も
っ
か
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

か
に
か
か
わ
っ
て
く
る
の
な
ら
ば
、
正
統
王
朝
派
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
共
和
派
の
名
望
家
も
存
在
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の

政
治
状
況
は
、
民
衆
の
政
治
化
に
は
好
ま
し
い
環
境
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
も
ち
ろ
ん
、
民
衆
が
選
択
権
を
も
つ
よ
う
に
な
れ
ぼ
、
そ
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⑳

れ
だ
け
名
望
家
が
民
衆
の
要
求
に
譲
歩
し
、
民
衆
の
政
治
に
占
め
る
ウ
ェ
イ
ト
が
増
す
可
能
性
が
開
け
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
自
由
正
統
派
の
選
挙
改
革
案
は
、
民
衆
に
国
政
参
加
を
認
め
な
が
ら
、
そ
の
政
治
化
を
同
時
に
防

止
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
定
の
政
治
参
加
を
与
え
て
、
民
衆
の
不
満
を
解
消
し
つ
つ
、
記
名
投
票
と

間
接
選
挙
制
の
下
で
、
地
元
の
「
共
通
利
害
」
を
前
面
に
お
し
た
て
る
こ
と
で
、
民
衆
の
政
治
化
、
政
党
化
を
防
止
し
、
う
る
わ
し
い
農
村
共

同
体
の
一
体
性
を
保
持
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
彼
ら
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。

98 （786）

①
　
ジ
ャ
ン
・
ロ
ム
著
　
木
崎
喜
代
訳
　
『
権
力
の
座
に
つ
い
た
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

　
一
1
1
9
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
史
試
論
1
』
岩
波
書
店
　
一
九
七
一
年
　
二
八

　
三
、
二
八
七
頁
。

②
」
黛
ミ
憾
ミ
黛
け
巽
弘
。
。
。
。
。
。
㌧
勺
．
卜
。
瞳
．

③
簿
α
o
Ω
日
雪
σ
q
ざ
愚
．
ミ
‘
℃
』
8
．

④
　
例
え
ば
、
～
八
三
～
年
一
二
月
二
三
日
の
代
議
院
で
の
べ
リ
エ
の
発
言
を
見
よ
。

　
箆
§
沖
田
ミ
、
こ
け
お
、
一
Q
。
㊤
P
℃
．
象
．

⑤
勺
㊤
三
じ
ご
雪
叩
鼻
b
。
＆
§
§
馬
こ
謹
ミ
ミ
§
δ
§
ミ
の
8
§
§
沁
愚
さ
N
Q
§
、

　
℃
β
二
ω
㌧
δ
膳
G
。
℃
や
δ
．

⑥
地
租
は
、
土
地
に
か
け
ら
れ
る
た
め
、
一
人
の
土
地
所
有
者
が
い
く
つ
も
の
コ

　
ミ
ュ
ー
ン
に
ま
た
が
っ
て
地
片
を
所
有
し
て
い
る
と
、
そ
の
各
女
の
コ
ミ
ュ
ー
ン

　
に
お
い
て
地
租
負
担
者
に
な
る
。
こ
の
た
め
統
計
上
は
、
土
地
所
有
者
は
推
定
で
｛

　
し
か
把
握
で
き
な
い
。
一
八
二
五
年
頃
で
六
百
数
十
万
人
、
一
八
五
〇
年
頃
で
、

　
七
百
十
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
家
屋
の
戸
、
窓
に
か
け
ら
れ
る
戸
窓
税
。
9
で

　
け
「
貯
p
己
。
二
心
。
ω
℃
o
答
。
ω
o
ひ
h
o
呂
写
霧
も
同
様
で
あ
る
。
O
や
い
仙
。
コ
の
畠
a
こ

　
b
ミ
ご
》
§
ミ
§
§
月
掛
ミ
鳩
§
3
一
。
。
逡
‘
ρ
押
印
㊤
ム
O
”
け
b
。
唱
．
り
一
伊

⑦
共
和
歴
三
年
プ
リ
ュ
ク
テ
ィ
ド
ー
ル
五
巳
の
憲
法
、
第
二
編
第
八
条
、
お
よ
び

　
㎝
一
条
。
炉
∪
轟
a
r
雪
白
。
弓
一
〇
さ
刃
．
じ
d
8
罠
a
”
即
題
8
蕊
ミ
画
い
裁
§
肋

　
馬
こ
陰
獣
馬
§
愚
ミ
塁
§
恥
§
鴛
き
§
§
§
管
喜
嵩
偽
や
需
巴
こ
譲
二
μ

　
お
認
「
℃
．
δ
。

⑧
　
樋
口
謹
一
　
「
第
二
章
権
力
機
構
」
　
桑
原
武
夫
編
　
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の

　
研
究
』
　
岩
波
書
店
　
一
九
五
九
年
　
一
一
二
頁
。

⑨
　
一
八
九
五
〇
年
五
月
二
四
日
の
立
法
議
会
で
の
テ
ィ
エ
ー
ル
の
発
言
に
よ
る
と

　
対
人
課
税
を
払
っ
て
い
る
人
が
当
時
約
六
七
〇
万
人
、
こ
れ
か
ら
、
未
亡
人
、
夫

　
と
住
居
、
財
産
を
別
に
し
て
い
る
婦
人
、
未
婚
の
成
人
婦
人
、
未
成
年
一
三
〇
万

　
人
を
引
く
と
約
五
四
〇
万
人
と
な
る
。
§
首
§
ミ
讐
舞
日
①
臼
昏
。
窃
ヨ
巴
一
。
。
O
O
・

⑩
　
例
え
ば
一
八
三
～
年
一
二
月
二
三
日
の
代
議
院
で
の
べ
リ
エ
の
発
言
を
見
よ
。

　
な
お
一
七
九
一
年
憲
法
で
は
年
齢
満
二
五
歳
以
上
で
、
町
ま
た
は
郡
に
一
年
以
上

　
居
住
し
て
い
て
、
か
つ
「
王
国
内
の
い
ず
れ
か
の
場
所
で
、
少
く
と
も
雌
臼
分
の

　
労
賃
の
価
値
に
等
し
い
直
接
税
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
」
が
能
動
市
民
、
す
な
わ

　
ち
第
一
次
集
会
に
参
加
で
き
る
条
件
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
成
年
男
子
七
〇

　
〇
万
人
中
四
三
〇
万
人
に
の
ぼ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
樋
日
　
前
掲
論
文
　
一

　
〇
四
i
五
頁
。
岡
田
儒
弘
　
「
フ
ラ
ン
ス
選
挙
制
度
史
e
」
『
北
大
法
学
論
集
』

　
二
九
巻
二
号
　
㎝
九
七
八
年
十
月
　
二
＝
一
頁
。
と
こ
ろ
で
こ
の
三
日
分
の
労
賃

　
に
等
し
い
税
と
は
、
一
七
九
一
年
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
同
じ
年
の
初
め
に
定
め
ら

　
れ
た
対
人
的
動
産
税
に
含
ま
れ
る
五
種
の
税
の
う
ち
の
一
つ
と
同
額
で
あ
る
。
ま

　
た
一
八
三
二
年
四
月
二
一
臼
の
法
律
で
改
正
さ
れ
る
対
人
課
税
（
対
人
的
動
産
税

　
の
人
的
都
濃
）
も
同
じ
く
、
労
働
日
三
日
分
（
そ
の
額
は
県
議
会
が
決
定
す
る
）



七月笙政期の自由正統王朝派とナシオン（上垣）

　
で
あ
る
。
炉
o
Q
曙
鐙
‘
§
‘
ミ
こ
鉾
卜
。
”
署
・
。
。
き
ふ
ド
以
上
か
ら
考
え
て
、
B

　
案
は
一
七
九
一
年
憲
法
の
選
挙
資
格
と
比
べ
年
齢
制
限
で
同
じ
、
納
税
資
格
に
お

　
い
て
は
よ
り
緩
や
か
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
B
案
を
一
七
九
～

　
年
段
階
に
適
用
す
る
と
少
く
と
も
四
三
〇
万
人
、
成
年
人
口
比
約
六
〇
％
以
上
の

第
一
次
集
会
参
舶
有
資
格
者
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑪
　
…
八
五
三
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
同
年
の
戸
窓
税
査
定
件
数
六
、
｝
○
　
、
九

　
八
三
件
中
、
鎧
窓
税
の
み
の
査
定
件
数
は
三
七
、
〇
五
四
件
に
す
ぎ
ず
（
全
体
の

　
○
・
六
％
）
、
地
租
と
と
も
に
徴
収
さ
れ
た
の
が
五
、
九
九
九
、
九
〇
〇
件
（
九

　
八
・
三
％
）
、
対
人
的
動
産
税
と
と
も
に
徴
取
さ
れ
た
の
は
三
、
六
六
四
、
二
六

　
九
件
（
六
〇
・
一
％
）
に
の
ぼ
っ
た
。
，
い
・
q
肛
四
望
①
α
■
、
o
特
職
計
け
．
b
δ
”
℃
．
艶
O
・

⑫
き
ミ
』
b
噛
℃
．
。
。
α
P

⑬
い
。
巳
ω
9
話
昼
寒
霞
。
沁
愚
帖
＾
ミ
Q
§
ヤ
国
冨
払
霧
。
。
い
℃
．
b
。
§

⑭
一
八
五
〇
年
五
月
　
三
日
法
審
議
の
中
で
、
西
部
の
代
表
が
指
摘
し
て
い
る
点
。

　
ゑ
。
羅
。
α
。
冨
O
o
『
8
い
鶉
無
。
馬
§
§
ミ
い
題
§
魯
肉
悪
§
、
山
鴫
§
誉
ξ
ミ
郵

　
タ
目
超
唱
盆
こ
や
胃
一
。
・
㌧
お
謀
”
憎
℃
．
ω
ω
甲
ω
．
α
o
ヨ
。
ω
菖
ρ
二
〇
ω
の
訳
語
は
湯
村

　
武
人
氏
に
し
た
が
っ
た
。
　
『
一
六
…
一
九
世
紀
の
英
仏
農
村
に
お
け
る
農
業
年
雇

　
の
研
究
』
　
九
州
大
学
鵬
版
会
　
一
九
八
四
年
　
三
頁
を
参
照
。

⑯
好
ω
超
澄
こ
。
》
職
黛
ρ
b
。
㌧
娼
●
。
。
⑦
ド
数
が
少
な
い
の
は
一
つ
に
は
課
税
台

　
帳
作
成
に
あ
た
っ
て
市
町
村
会
が
比
較
的
寛
大
な
判
定
を
し
て
い
た
た
め
ら
し
い
。

　
ま
た
工
業
中
心
地
で
は
、
人
気
取
り
政
策
も
あ
っ
て
多
く
の
対
人
課
税
免
除
者
を

　
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
ブ
ザ
ン
ソ
ソ
で
は
、
一
八
五
〇
年
、
法
律
改
正
前

　
は
八
千
人
近
い
有
権
者
が
い
た
の
に
五
月
三
一
日
の
法
律
で
は
三
千
名
に
な
っ
て

　
し
ま
う
と
、
当
地
の
検
事
は
書
い
て
い
る
。
同
様
に
パ
リ
で
は
、
岡
じ
年
、
元
は
二

　
二
万
人
の
有
権
者
が
い
た
が
、
う
ち
一
二
万
人
は
赤
貧
者
と
さ
れ
て
い
た
。
一
＄
コ

　
宏
塁
話
｛
詳
9
佃
O
o
§
鵯
。
箇
・
・
、
ミ
ミ
ミ
的
§
さ
麹
。
歯
軸
ミ
馬
b
切
ミ
g
ミ
る
ミ
ミ
無
蕊

　
§
さ
慧
ミ
§
幾
N
駄
、
奪
誌
恥
恥
塁
特
§
焼
ミ
物
焼
ミ
ミ
童
勺
霞
賞
一
8
①
い
℃
■
お
。

⑯
こ
の
点
は
　
七
八
九
年
の
三
都
会
選
挙
の
方
法
と
同
じ
で
あ
る
ρ
ル
ネ
・
レ
モ

　
ン
に
よ
る
と
こ
の
時
の
選
挙
の
「
単
位
は
儂
人
で
は
な
く
、
家
族
で
あ
る
。
代
表

　
を
選
ぶ
の
は
家
長
で
あ
っ
て
市
民
で
は
」
な
か
っ
た
。
菊
凸
菊
α
巴
。
卜
辞
卜
窺
¢
紬

　
憶
ミ
ミ
Q
§
ミ
き
§
§
、
梓
．
押
ミ
Q
。
O
ム
◎
。
心
Q
。
い
勺
㊤
ユ
ω
リ
ド
Φ
O
伊
や
心
。
。
・

⑰
第
二
共
和
政
期
に
な
っ
て
、
普
通
選
挙
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
の
正
統
王
朝
派
の

　
議
席
の
伸
び
を
み
れ
ば
彼
ら
の
農
村
に
お
け
る
影
響
力
が
よ
く
わ
か
る
。
一
八
四

　
八
年
四
月
の
選
挙
で
約
六
〇
議
席
（
定
数
九
百
）
、
四
九
年
五
月
の
選
挙
で
は
二

　
百
弱
（
定
数
七
五
〇
）
に
な
る
。
高
木
勇
夫
「
二
月
輩
命
と
普
通
選
挙
」
（
阪
上
孝

　
編
『
一
八
四
八
－
圏
家
装
置
と
民
衆
1
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
一
九
八
五
年

　
所
収
）
二
三
八
頁
の
繋
累
、
五
よ
り
。

⑱
ρ
U
．
≦
塾
㌍
卜
＄
§
ミ
。
唖
嵩
、
粛
ミ
ミ
旨
題
§
、
ミ
噛
四
8
勺
騨
鼠
ω
㍉
。
。
霧
も
や

　
お
◎
◎
I
P
9
怨
℃
鷲
頃
顧
ユ
O
O
『
9
コ
σ
q
ざ
愚
’
職
蝋
．
、
や
①
メ
ポ
ソ
テ
イ
ユ
も
「
王
敷

　
復
古
下
の
ユ
ル
ト
ラ
と
同
様
の
最
悪
の
政
策
を
実
践
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と

　
述
べ
て
い
る
。
切
①
罵
区
℃
o
ロ
9
尊
晶
出
帖
蕾
羅
馬
ミ
ご
↓
窮
§
費
物
ミ
§
価
§
N
恥
ミ

　
昏
遣
N
9
℃
霞
貫
H
㊤
①
◎
や
一
鴇
色

⑲
卑
号
9
窪
α
q
ど
愚
．
ミ
‘
℃
で
．
＄
る
ド

⑳
ミ
ミ
特
ミ
N
‘
壁
O
。
。
し
。
。
。
。
。
。
㌧
℃
」
㊤
心
噛

⑳
　
ヴ
ァ
ン
デ
選
出
の
正
統
王
朝
派
代
議
士
タ
ソ
ギ
O
・
目
ぎ
σ
q
ξ
が
【
八
五
〇
年

　
五
月
三
一
日
法
を
評
し
て
言
っ
た
言
葉
、
「
そ
れ
〔
五
月
三
…
日
の
法
律
1
1
箪
者
〕

　
は
投
票
を
徳
化
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
表
現
か
ら
借
用
。
器
碧
8
二
密
旨
碧
。
お
臼

　
b
。
り
臼
9
馳
』
§
ミ
鳶
§
困
＆
h
ω
O
旨
ρ
一
　
G
。
α
P
タ
ン
ギ
は
、
法
律
が
欠
格
者
を

　
ふ
や
し
、
宗
教
、
良
俗
の
侮
辱
、
所
有
と
家
族
の
原
理
へ
の
攻
撃
等
の
廉
で
有
罪

　
判
決
を
う
け
た
者
を
排
除
し
、
同
一
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
三
年
継
続
し
て
居
住
し
て
い

　
る
こ
と
を
選
挙
資
格
と
し
て
求
め
た
こ
と
に
は
同
意
し
右
の
よ
う
な
発
言
と
な
つ

　
た
。
た
だ
し
、
住
所
誰
明
を
原
則
と
し
て
対
人
課
税
台
帳
へ
の
記
載
の
み
と
し
た

　
こ
と
に
強
く
反
発
し
、
一
時
は
修
正
案
も
提
出
し
た
。

＠
　
き
ミ
§
ヨ
。
。
9
き
。
昏
誤
信
出
鉱
一
〇
。
愈
．

⑳
　
鼠
唖
罫
■
特
ミ
N
二
ρ
一
〇
《
一
8
一
、
や
績
9
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⑳
　
一
八
四
〇
年
三
月
二
五
日
の
代
議
院
で
の
発
雷
。
§
一
ミ
§
こ
2
象
陰
。
Φ
旨
㌣

　
話
同
Q
◎
き
．

⑮
　
二
月
革
命
勃
発
に
よ
っ
て
日
の
目
を
見
ず
に
お
わ
っ
た
演
説
の
草
稿
。
δ

　
8
旨
8
α
o
喝
錠
δ
二
お
b
縁
8
楠
こ
、
砺
ミ
ミ
N
ミ
ミ
富
江
特
。
ミ
蔚
ミ
勲
噛
仙
二
9
し
登
㌍

　
勺
母
駐
、
一
〇
◎
◎
◎
い
。
、
や
爵
．

⑳
図
¢
α
Q
雪
≦
。
9
び
．
．
9
旨
日
①
平
す
勺
。
襲
5
器
≦
昌
け
ρ
轟
℃
選
ω
碧
臼
〉

　
の
O
O
O
ロ
α
び
O
O
一
（
　
ρ
θ
　
喝
①
㊤
Q
。
ρ
口
け
　
勺
O
瓢
鼠
野
駆
P
鉱
O
P
二
b
」
噂
｝
罵
篭
ミ
§
　
ミ
亀
O
識
偽
斜
、

　
需
ミ
鳶
ミ
陶
く
o
r
Q
。
鴫
コ
。
■
紳
〉
℃
同
碧
搭
Q
。
N
℃
●
Q
。
α
Q
。
．

⑳
横
原
茂
氏
に
よ
る
と
、
南
仏
の
ヴ
ァ
ー
ル
県
ガ
ー
ル
県
の
農
村
地
帯
で
、
七
月

　
王
政
期
に
入
る
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
名
望
家
の
保
護
行
為
（
バ
ト
ロ
ナ
ー
ジ
ュ
）
に

　
対
抗
し
て
、
共
和
派
も
民
衆
に
対
し
民
主
的
な
保
護
行
為
を
提
供
し
始
め
、
「
ロ

　
ー
カ
ル
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
奪
い
あ
い
」
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
と
い
う
。
　
コ
九

　
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
『
村
の
政
治
』
一
i
七
月
王
政
・
第
二
共
和
自
製
の
爾

　
仏
地
中
海
沿
岸
地
方
一
」
『
史
学
研
究
』
一
六
九
号
　
一
九
八
五
年
九
月
。

100 （788）

三
　
王
権
と
ナ
シ
オ
ン

　

嗣
　
国
民
融
和
と
王
党
派

（

　
党
派
対
立
に
対
す
る
危
惧
は
、
国
論
の
分
裂
へ
の
強
い
懸
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
ル
レ
ア
ン
派
が
彼
ら
を
敵
視
す
る
こ
と
を
嘆
い

て
、
フ
ィ
ッ
ツ
ー
ジ
ャ
ム
は
一
八
三
一
年
四
月
一
九
β
、
貴
族
院
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
国
が
今
日
何
よ
り
も
必
要
と
し
て
い
る
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
団
結
と
力
で
す
。
力
は
団
結
が
な
け
れ
ば
存
在
し
え
な
い
の
で
す
。
（
中
略
）

　
　
や
が
て
各
々
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
兄
弟
、
友
、
隣
人
を
、
国
境
が
脅
か
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
防
衛
に
何
は
と
も
あ
れ
馳
せ
参
じ
ね
ば
な
ら
な
い
戦
友
で
は
な

　
く
、
戦
う
べ
き
敵
だ
と
し
か
思
わ
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
一
旦
内
紛
に
火
が
つ
け
ば
、
不
和
が
愛
国
主
義
を
殺
し
、
人
は
も
は
や
国
の
こ
と
を
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
え
な
く
な
る
の
で
す
。

　
民
衆
の
中
に
名
望
家
の
政
治
的
分
裂
が
も
ち
こ
ま
れ
る
の
を
好
ま
ぬ
自
由
正
統
王
朝
派
が
、
そ
の
名
望
家
の
分
裂
そ
の
も
の
を
な
く
そ
う
と

思
う
の
は
当
り
前
で
あ
る
。
彼
ら
の
分
裂
防
止
策
と
は
、
国
益
を
第
一
義
的
に
優
先
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ベ
リ
エ
は
、
一
八
四
〇
年
三
月
二

五
日
の
演
説
の
中
で
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
内
部
に
も
広
が
る
亀
裂
を
憂
い
、
フ
ラ
ン
ス
の
未
来
に
関
す
る
こ
と
、
国
の
真
の
利
益
に
立
ち
戻
れ
ば

全
員
の
意
見
が
一
致
す
る
は
ず
だ
、
大
き
な
利
害
の
前
で
は
不
和
は
消
え
て
し
ま
う
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
一
章
で
検
討
し
た
ベ
リ
ェ
ら
の
ナ



七月王政期の自由正統王朝派とナシオソ（上垣）

シ
ョ
ナ
ル
な
主
張
は
、
国
民
統
合
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
地
方
の
利
害
の
衝
突
も
同
じ
よ
う
に
、
国
益
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
た
。
自
由
正
統
王
朝
派
は
地
方
分
権
論
者
で
は
あ
る
が
、

地
方
は
国
に
優
る
も
の
で
は
な
い
。
七
月
王
政
末
期
の
一
八
四
四
年
に
な
る
と
、
脱
政
治
化
が
進
み
、
議
会
は
地
元
へ
の
利
益
誘
導
の
た
め
の

場
と
い
う
面
が
強
く
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
δ
雷
門
♂
8
㊦
に
反
対
し
、
ラ
ル
シ
ー
は
「
フ
ラ
ン
ス
統
一
の
原
則
」
が
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

撃
さ
れ
て
い
る
と
言
い
、
代
議
士
は
特
殊
、
地
方
的
利
害
を
代
表
す
る
の
で
は
な
く
、
国
の
一
般
的
利
害
を
代
表
す
る
も
の
だ
と
説
い
て
い
る
。

別
の
所
で
「
地
方
の
影
響
力
」
を
好
ま
し
い
と
述
べ
、
他
方
で
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
を
批
判
す
る
彼
ら
の
論
議
に
は
御
都
合
主
義
が
な
く
も
な
い
。

た
だ
し
、
ラ
ル
シ
ー
は
そ
の
後
に
つ
づ
け
て
「
個
人
主
義
」
を
非
難
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
、
彼
ら
の
意
図
を
好
意
的
に
理
解
す
れ
ば
、
彼

ら
の
言
う
「
共
通
利
害
」
は
「
個
人
主
義
」
を
免
れ
て
い
る
の
で
、
当
然
国
益
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
国
論

を
乱
す
よ
う
な
地
方
の
要
求
は
、
「
個
人
主
義
」
そ
の
も
の
で
「
唾
棄
す
べ
き
も
の
」
と
彼
ら
の
眼
に
は
映
ず
る
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
自
由
正
統
王
朝
派
は
、
国
全
体
の
和
、
一
体
性
を
最
も
重
視
し
、
こ
れ
を
乱
す
も
の
は
た
と
え
地
方
の
要
求
で
も
敵
視
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
全
体
性
、
一
体
性
の
強
調
は
、
彼
ら
自
身
が
語
る
党
の
理
念
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
王
党
派
と
は
ど
う
い
う
党
か
。
『
コ
チ
ヂ

エ
ン
ヌ
』
紙
に
掲
載
さ
れ
た
引
用
ず
み
の
議
会
派
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
王
党
派
唱
導
江
H
◎
饗
蕾
8
は
そ
の
他
の
党
派
の
社
会
的
教
義
に
含
ま
れ
る
正
し
い
と
こ
ろ
全
て
を
自
己
の
中
に
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
党
の
大

き
な
強
み
で
あ
る
。
保
守
党
は
秩
序
を
求
め
る
。
秩
序
は
王
党
派
の
思
想
の
根
底
に
あ
る
。
民
主
党
は
自
由
を
望
む
。
自
由
は
君
主
政
の
基
礎
で
あ
る
。
そ

し
て
全
て
の
二
次
的
あ
る
い
は
実
際
的
問
題
で
も
同
様
で
あ
る
。
…
…
（
中
略
）

　
と
こ
ろ
で
、
公
の
事
に
加
わ
っ
て
い
る
王
党
派
は
、
断
固
た
る
決
意
を
も
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
そ
の
考
え
を
主
張
す
る
で
あ
ろ
う
。
左
翼
の
党
、
右

翼
の
党
、
両
極
に
あ
る
党
、
中
間
に
あ
る
党
、
全
て
の
党
派
は
危
機
に
直
面
し
、
脅
か
さ
れ
、
危
機
の
恐
怖
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
全
て
の
党
派
は
フ
ラ
ン
ス
、
お
よ
び
彼
等
自
身
に
と
っ
て
も
貴
重
で
あ
る
、
王
党
派
の
教
義
の
豊
か
さ
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
王
党
派
の
良

い
点
と
は
以
下
の
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
他
の
教
義
の
中
に
あ
る
正
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
全
て
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
全
然
排
他
的
な
所
が
な
く
、
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全
て
の
長
所
を
受
け
入
れ
て
高
く
評
価
す
る
の
で
、
反
感
か
ら
激
し
た
り
し
て
い
る
く
三
Φ
暮
と
こ
ろ
が
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
素
量
ら
し
い
立
場
ゆ
え
に
、

　
王
党
派
は
そ
の
他
の
党
に
と
っ
て
も
必
要
な
の
で
あ
る
。
神
は
政
治
が
大
樹
糾
し
、
大
き
な
争
い
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
て
、
穏
便
な
解
決
手
段
と
し
て
こ

　
の
党
を
取
っ
て
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
時
は
遠
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
王
党
派
と
は
ペ
リ
エ
に
よ
る
と
、
革
命
伝
来
の
「
個
人
主
義
」
に
染
ま
っ
た
党
で
は
な
く
、
原
理
へ
の
信
念
、
教
義
へ
の
忠
誠
に
よ
っ
て
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

心
づ
け
ら
れ
る
党
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
何
に
も
さ
ま
た
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
国
益
に
奉
仕
で
き
、
国
難
に
も
す
す
ん
で
立
ち
向
い
う
る

た
だ
一
つ
の
党
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
こ
の
党
は
全
て
の
党
の
「
良
い
点
」
を
合
わ
せ
も
つ
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
特
定
の
意
見
、

あ
る
い
は
特
定
階
級
の
利
害
に
基
づ
く
通
常
の
意
味
で
の
政
党
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
彼
ら
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
、
個
別
の
利
害
、

特
殊
な
意
見
は
「
個
人
主
義
」
と
し
て
否
定
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
各
党
の
「
良
い
点
」
と
は
当
然
、
こ
の
個
別
性
、
特
殊
性
が
捨
て
さ
ら

れ
、
全
体
の
利
益
に
適
合
的
に
改
変
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
王
党
派
に
は
各
党
の
良
い
面
が
全
て
あ
る
の
だ
か

ら
、
他
党
派
は
事
実
上
不
要
に
な
っ
て
し
ま
う
。
他
党
が
消
失
す
る
か
、
あ
る
い
は
王
党
派
の
中
に
吸
収
さ
れ
れ
ば
、
た
し
か
に
党
利
党
略
は

な
く
な
り
、
国
の
一
体
性
が
保
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
政
党
政
治
も
消
え
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。
左
翼
の
主
張
を
取
り
込
む
こ
と
を

と
っ
て
み
て
も
、
充
分
後
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
連
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、
党
そ
の
も
の
の
構
想
も
こ
の
よ
う
に
全
体
主
義
的
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
国
民
融
和
へ
の
志
向
は
、
彼
ら
が
う
ち
出
す
王
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
認
め
ら
れ
る
。
一
八
四
三
年
秋
、
ブ
ル
ボ
ン
長
子
系
の
王
位
継
承
者
シ
ャ

ン
ボ
ー
ル
伯
8
ヨ
3
α
①
O
冨
ヨ
σ
o
誌
が
ロ
ン
ド
ン
近
郊
の
ベ
ル
グ
レ
イ
ヴ
じ
d
Φ
茜
行
く
①
に
短
期
滞
在
す
る
。
こ
の
時
一
千
人
近
い
フ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ス
人
が
海
を
越
え
て
王
子
に
会
い
に
行
く
。
こ
れ
は
「
ベ
ル
グ
レ
イ
ヴ
巡
礼
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
事
件
で
あ
る
。
こ
の
「
巡
礼
偏
に
は
ベ
リ
エ

ら
正
統
王
朝
派
議
員
も
参
加
し
た
が
、
政
府
は
こ
れ
を
現
国
王
へ
の
忠
誠
の
宜
誓
に
対
す
る
違
反
行
為
だ
と
し
て
、
五
名
を
懲
罰
に
か
け
議
会

か
ら
除
名
す
る
。
こ
の
時
自
分
た
ち
の
行
為
を
弁
明
す
る
た
め
演
壇
に
立
っ
た
ベ
リ
エ
は
、
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
を
、
次
の
よ
う
に
描
い
て
み
せ

た
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
る
と
王
子
は
、
過
去
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
遺
恨
な
ぞ
も
た
ぬ
気
高
い
心
の
持
ち
主
で
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
不
要
な
不
和
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⑤

の
種
を
も
ち
こ
む
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
人
物
で
あ
っ
た
。
過
去
と
は
七
月
革
命
で
余
儀
な
く
さ
れ
た
ブ
ル
ボ
ン
王
家
の
亡
命
を
指
し
、
遺
恨

と
は
こ
の
事
件
に
対
す
る
王
家
の
怨
み
を
指
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
要
す
る
に
、
七
月
革
命
は
忘
れ
て
し
ま
お
う
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
と

正
統
王
朝
派
は
過
去
を
水
に
流
そ
う
で
は
な
い
か
、
ブ
ル
ボ
ン
家
の
王
子
も
七
月
革
命
へ
の
報
復
は
考
え
て
い
な
い
の
だ
か
ら
。
こ
う
べ
リ
エ

は
誘
い
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
但
し
、
名
望
家
は
政
治
的
に
分
裂
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ベ
リ
エ
ら
は
、
政
治
的
分
裂
の
背
景
に
名
望
家
の
社
会
的
分
裂
、
旧
貴

族
層
と
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
対
立
が
あ
る
こ
と
を
よ
く
承
知
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
第
一
章
の
⑧
で
指
摘
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
へ
の
接
近

を
彼
ら
は
志
し
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
大
地
主
と
商
工
業
階
級
と
の
反
動
的
同
盟
の
上
に
た
っ
て
、
国
論
の
統
一
、
国
の
和
を
実
現
し
、

危
険
な
「
個
人
主
義
」
、
あ
る
い
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
封
じ
込
め
る
こ
と
、
こ
れ
が
彼
ら
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。

切
　
国
民
主
権
と
王
権

（

　
さ
て
、
全
体
主
義
的
だ
と
か
、
地
主
貴
族
と
商
工
業
階
級
と
の
反
動
的
同
盟
な
ど
と
書
く
と
、
で
は
自
由
正
統
王
朝
派
は
B
本
や
ド
イ
ツ
の

よ
う
な
保
守
的
近
代
化
を
志
向
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
が
お
そ
ら
く
返
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
の
間
に
対
す
る
筆
者
の
回
答
は
半
分
イ
エ

ス
で
半
分
ノ
ー
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
ド
イ
ツ
や
日
本
の
よ
う
な
強
大
な
君
主
大
権
を
残
す
外
見
的
立
憲
主
義
、
あ
る
い
は
君
主
主
義
的
立
憲

体
制
を
彼
ら
は
め
ざ
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
ま
た
め
ざ
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
但
し
こ
の
点
は
自
由
正
統
王
朝
派
の
自
由
論

や
代
議
制
に
対
す
る
認
識
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
詳
し
く
は
別
命
で
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
さ
し
あ
た
り
本
稿
で
は
彼
ら
が
ナ
シ
オ
ン
を

強
調
し
て
い
っ
た
関
係
上
、
か
え
っ
て
王
権
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
リ
ア
ル
に
よ
る
と
一
九
世
紀
の
王
党
派
に
は
、
王
権
に
つ
い
て
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
考
え
方
が
存
在
し
て
い
た
。
一
つ
は

「
君
主
制
原
理
℃
艮
琴
首
①
ヨ
。
津
B
ぽ
ρ
β
①
」
に
忠
実
で
王
の
手
中
に
主
権
の
一
体
性
が
保
持
さ
れ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は

ナ
シ
オ
ン
が
君
主
と
は
別
に
固
有
の
代
表
を
も
つ
可
能
性
を
認
め
る
考
え
方
で
あ
る
。
後
者
は
党
と
新
聞
の
最
上
層
で
多
数
派
を
な
し
た
見
方
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で
あ
り
、
当
然
ベ
リ
エ
ら
の
支
持
す
る
考
え
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ナ
シ
オ
ン
を
王
と
対
置
さ
せ
、
さ
ら
に
は
王
の
上
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

結
局
の
と
こ
ろ
代
議
制
の
受
容
に
至
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
と
リ
ア
ル
は
論
じ
て
い
る
。

　
以
下
、
リ
ア
ル
の
論
を
敷
衛
す
る
形
で
論
じ
て
み
る
。
第
一
に
、
既
述
の
通
り
、
自
由
正
統
王
朝
派
は
も
と
も
と
絶
対
王
権
の
味
方
で
は
な

か
っ
た
。
彼
ら
の
理
想
の
政
府
は
、
王
権
、
デ
モ
ク
ラ
シ
…
、
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
の
三
要
素
か
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、
王
権
は
彼
ら
の
国
体

観
念
の
中
で
は
重
要
で
は
あ
る
が
全
て
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
さ
ら
に
、
七
月
革
命
の
た
め
王
家
が
亡
命
し
、
王
家
の
い
な
い
ナ
シ
ォ
ソ

が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
公
職
に
そ
れ
で
も
踏
み
と
ど
ま
る
た
め
に
は
、
正
統
王
朝
派
は
正
統
な
王
の
い
な
い
ナ
シ
オ
ソ
を
、
認
め
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ぱ
な
ら
な
く
な
る
。
フ
ィ
ッ
ツ
ー
ジ
ャ
ム
は
「
私
は
と
ど
ま
っ
た
。
と
い
う
の
は
フ
ラ
ン
ス
は
ま
だ
生
き
て
い
た
か
ら
」
で
あ
る
と
弁
明
す
る
。

ナ
シ
オ
ン
は
王
権
の
外
に
存
在
す
る
よ
う
に
な
り
、
王
権
は
ナ
シ
オ
ン
に
と
り
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
も
な
く
な
る
。

　
さ
ら
に
ナ
シ
オ
ン
と
王
権
が
対
立
す
る
よ
う
な
事
態
も
生
じ
て
く
る
。
ベ
リ
エ
は
国
内
平
和
を
優
先
し
て
、
王
政
復
古
の
た
め
の
武
装
蜂

起
、
そ
こ
ま
で
い
か
な
く
と
も
国
内
の
分
裂
を
助
長
す
る
よ
う
な
王
家
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
反
対
す
る
。
一
八
三
二
年
六
月
ペ
リ
ー
公
爵
夫
人

曾
。
げ
①
ω
・
。
①
α
Φ
u
ご
自
重
（
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
の
母
）
が
ヴ
ァ
ン
デ
で
蜂
起
を
試
み
る
。
こ
の
蜂
起
直
前
、
こ
れ
を
思
い
と
ど
ま
ら
す
べ
く
、
パ
リ

の
正
統
王
朝
派
の
名
士
連
の
意
を
う
け
て
、
ベ
リ
エ
は
蜂
起
を
中
止
す
る
よ
う
説
得
す
る
。
そ
の
時
の
こ
と
を
後
、
破
棄
院
で
、
彼
は
次
の
よ

う
に
弁
明
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
が
対
外
的
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
時
期
に
夫
人
が
西
部
に
い
る
こ
と
は
国
に
と
っ
て
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

．
「
フ
ラ
ン
ス
の
幸
福
、
安
寧
、
繁
栄
、
自
由
の
た
め
に
」
、
自
分
は
蜂
起
を
中
止
し
て
く
れ
る
よ
う
夫
入
に
頼
ん
だ
の
だ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
一
八
四
三
年
秋
に
ベ
ル
グ
レ
イ
ヴ
に
行
っ
た
の
も
王
子
に
「
フ
ラ
ン
ス
を
平
和
に
し
て
お
い
て
下
さ
い
」
と
言
う
た
め
で
あ
っ
た
。
一
八
四

九
年
十
月
二
日
の
立
法
議
会
で
は
、
ブ
ル
ボ
ン
王
家
の
帰
国
を
認
め
る
提
案
に
ベ
リ
エ
は
反
対
し
て
い
る
。
こ
れ
も
国
の
分
裂
を
悪
化
さ
せ
ぬ

と
い
う
配
慮
の
下
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ボ
ン
家
へ
の
忠
誠
よ
り
も
、
社
会
を
守
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
秩
序
党
の
団
結
の
方
を
彼
ら
は
優
先
し
た
の

　
　
⑩

で
あ
る
。
こ
う
し
て
王
権
の
上
に
ナ
シ
オ
ン
が
位
置
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
ナ
シ
オ
ン
の
平
和
維
持
の
た
め
に
は
王
家
の
王
位
復
古
は
ど
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
可
能
な
の
か
。
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七月王政期の自由正統三E朝派とナシオソ（上垣）

　
一
八
四
四
年
一
月
一
五
碍
、
ベ
リ
エ
は
「
我
々
は
国
民
感
情
ω
買
屋
白
Φ
づ
冨
⇒
p
註
9
窪
×
に
そ
っ
て
進
む
」
の
だ
と
述
べ
　
「
国
民
の
意
志

く
。
δ
暮
ひ
玉
門
。
昌
巴
①
に
よ
る
以
外
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
何
も
認
め
る
必
要
性
」
は
な
い
の
だ
と
断
言
し
て
い
る
。
同
じ
日
、
ヴ
ァ
ル
ミ
ー
は
次

の
よ
う
に
言
う
。

　
　
あ
な
た
〔
オ
ル
レ
ア
ン
派
の
代
議
士
デ
ュ
パ
ン
】
）
毛
貯
1
1
筆
者
〕
は
、
今
外
圏
の
地
に
あ
る
王
朝
は
国
民
感
情
に
よ
っ
て
ヴ
ァ
ル
ミ
i
〔
の
戦
い
1
1
筆

　
者
〕
で
追
放
さ
れ
た
の
だ
と
言
い
ま
し
た
。
え
え
、
私
は
ヴ
ァ
ル
ミ
ー
に
忠
実
で
す
。
と
い
う
の
は
王
朝
に
は
国
民
感
情
ω
o
暮
ぎ
①
算
⇔
鋒
ぢ
巴
に
よ
っ
て

　
し
か
戻
っ
て
も
ら
い
た
く
な
い
か
ら
で
す
。
（
場
内
に
再
び
驚
き
の
声
）

　
津
江
8
巴
と
い
う
形
容
詞
を
「
国
民
的
」
と
訳
し
て
お
い
た
が
、
も
ち
ろ
ん
彼
ら
は
国
民
主
権
を
否
定
し
て
い
る
の
で
、
　
オ
ル
レ
ア
ン
派

の
用
い
る
舜
鉱
。
§
一
と
は
意
味
が
違
う
。
だ
か
ら
、
む
し
ろ
、
あ
い
ま
い
に
「
国
の
」
と
訳
し
て
お
い
た
方
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
現
実
は
こ
う
し
た
あ
い
ま
い
さ
を
許
し
は
し
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
大
革
命
以
来
、
制
限
選
挙
制
の
下
の
議
会
の
選
挙
と

い
う
形
で
あ
れ
、
人
民
投
票
で
あ
れ
、
国
民
の
投
票
で
く
。
δ
馨
ひ
冨
江
。
頃
日
Φ
を
測
定
し
て
き
た
伝
統
が
あ
る
。
ベ
リ
エ
ら
も
こ
の
伝
統
は
無

視
し
え
ぬ
は
ず
で
あ
る
。
彼
ら
が
オ
ル
レ
ア
ン
派
と
同
様
国
民
的
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
関
係
は
な
お
さ
ら
そ
う
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
く
。
一
〇
馨
ひ
爵
怠
8
巴
①
に
従
う
王
政
復
古
は
次
の
二
つ
の
形
し
か
あ
り
え
な
い
。
一
つ
は
「
国
民
の
権
利
」
派
が
第
二
共
和
政

期
に
入
っ
て
主
張
し
始
め
た
よ
う
に
、
王
政
復
古
を
人
民
投
票
に
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ブ
ル
ボ
ン
家
の
国
王
が
ボ
ナ
パ
ル
ト
型
の
慰

主
に
変
わ
る
道
で
あ
る
が
、
人
民
投
票
に
か
け
る
こ
と
自
体
が
、
そ
も
そ
も
王
権
の
世
襲
制
原
理
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
王
党
派
の
自
殺

　
　
　
　
　
⑪

行
為
に
等
し
い
。
も
う
一
つ
は
国
民
を
代
表
す
る
議
会
が
王
冠
を
授
け
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ヅ
プ
が
王
位
に
就
い
た
の
と

同
じ
や
り
方
で
あ
っ
て
、
結
局
出
来
あ
が
る
体
制
は
，
万
ル
レ
ア
ン
型
の
議
会
君
主
制
と
変
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
強
大
な
王
権
は
望
み
薄
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ば
か
り
で
な
く
、
二
四
世
紀
」
も
の
歴
史
の
風
雪
に
耐
え
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
王
権
の
畏
れ
多
さ
、
有
難
み
も
相
当
減
じ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
ベ
リ
エ
ら
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
形
で
の
王
政
復
古
を
望
ん
で
い
た
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
議
会
主
義
へ
と
傾
斜
し
、
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第
二
共
和
政
期
に
入
る
と
オ
ル
レ
ア
ン
朝
と
の
王
朝
合
同
を
め
ざ
す
自
由
正
統
王
朝
派
は
、
そ
の
議
会
主
義
か
ら
考
え
て
も
、
ま
た
オ
ル
レ
ア

ン
派
と
の
妥
協
の
必
要
性
か
ら
も
、
第
二
の
方
向
に
接
近
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
べ
リ
エ
ら
は
「
ま
す
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

王
政
復
古
の
目
的
を
忘
れ
」
（
リ
ア
ル
）
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

①
嵐
§
沖
感
ミ
N
．
し
■
㊦
。
。
弧
。
。
。
。
G
。
、
℃
．
ざ
ト
。
噸

②
二
章
注
⑫
参
。
「
フ
ラ
ン
ス
統
一
の
原
則
」
と
い
う
と
、
地
方
分
権
の
支
持
者

　
で
あ
る
正
統
王
朝
派
ら
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ベ
リ

　
ェ
も
、
一
入
五
一
年
七
月
一
六
日
の
立
法
会
議
で
、
ア
メ
リ
カ
流
の
連
邦
制
を
フ

　
ラ
ソ
ス
は
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
　
「
こ
の
強
力
な
ナ
シ
ナ
ン
の
不
可
分
性

　
言
島
£
。
。
ま
葭
叡
、
領
土
の
統
一
」
こ
れ
ら
が
フ
ラ
ン
ス
の
基
本
条
件
な
の
で
あ

　
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
自
由
正
統
王
朗
派
の
場
合
、
地
方
分
権
は
、
次
第
に
農
村

　
の
政
治
化
防
止
に
重
心
が
移
っ
て
い
く
。

③
　
二
章
注
⑬

④
　
↓
＆
①
8
㌧
§
．
職
馬
こ
壁
b
。
℃
や
の
○
。
⑳
I
Q
。
．

⑤
　
一
八
四
四
年
一
月
一
五
日
の
代
議
院
で
の
発
言
。
§
ミ
、
ミ
§
闇
闇
＆
3

　
闘
士
ε
興
一
◎
。
魔
．

⑥
ω
噸
空
p
賞
富
N
爵
ミ
§
騎
噂
謹
㌧
℃
℃
．
呂
ム
．

⑦
一
八
ゴ
コ
年
＝
一
月
軽
業
日
の
貴
族
院
で
の
発
言
。
嵐
§
鋭
特
ミ
N
‘
¢
鳶
、

　
一
Q
。
Q
。
P
や
ざ
姫

⑧
寓
舘
。
鉱
閃
。
β
。
。
ω
o
｝
σ
紗
切
ミ
電
ミ
譜
e
§
瓢
ミ
O
o
ミ
肌
．
決
。
・
於
給
ρ
や
帥
ユ
ρ

　
罎
①
伊
や
一
雪
。

⑨
　
一
八
四
四
年
一
月
二
六
日
の
代
議
院
で
の
べ
リ
ニ
の
発
言
。
ミ
。
ミ
§
ミ
」

　
舞
ヨ
。
島
鷺
困
⇒
く
冷
『
H
◎
。
慧
．

⑩
ペ
リ
エ
は
現
在
の
国
（
共
和
政
）
は
選
挙
の
原
理
の
上
に
た
っ
て
お
り
、
ブ
ル

　
ボ
ン
家
が
代
表
す
る
世
襲
制
の
原
理
は
相
容
れ
な
い
の
だ
と
述
べ
、
も
し
王
子
の

　
一
人
が
「
私
は
単
な
る
市
民
、
有
権
者
、
代
表
、
大
統
領
候
補
者
で
あ
る
」
と
言

　
い
出
す
と
、
ど
ん
な
混
乱
が
お
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
で
は
な
い
か
と
好
局
っ
て
い
る
。

　
さ
ミ
§
§
撤
脚
立
霧
o
o
8
σ
器
H
◎
。
お
・

⑪
こ
の
「
人
民
へ
の
呼
び
か
け
ρ
℃
℃
9
窪
℃
寒
期
・
」
と
呼
ば
れ
た
方
法
は
、

　
一
八
五
〇
年
八
月
三
〇
日
の
ヴ
ィ
ー
ス
パ
ー
デ
ン
の
回
状
に
よ
り
、
シ
ャ
ン
ボ
ー

　
ル
伯
自
身
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
。
ω
．
空
巴
・
・
”
ト
こ
暗
ミ
§
焼
象
｝
ミ
、
や
日
P

⑫
二
四
世
紀
ρ
轟
8
詩
①
ω
3
9
⑦
ω
」
と
い
う
目
皿
は
例
え
ば
、
一
八
五
一
年

　
七
月
一
六
日
の
立
法
議
会
で
の
べ
リ
エ
の
演
説
の
中
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
キ
リ
ス

　
ト
教
に
つ
い
て
は
、
自
由
正
統
王
朝
派
は
同
時
に
多
く
は
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ

　
つ
た
点
に
注
意
。
ベ
リ
エ
は
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
の
運
動
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た

　
が
、
考
え
方
は
か
な
り
近
い
と
思
わ
れ
る
。

⑱
ω
●
空
誉
の
、
ト
こ
霞
識
§
画
工
・
・
“
や
＄
．
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お
　
わ
　
り
　
に

自
由
正
統
王
朝
派
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ヅ
ク
で
同
時
に
全
体
主
義
的
な
特
徴
を
有
し
て
い
た
。
全
体
主
義
的
と
こ
こ
で
言
う
の
は
、
国
民

の
政
治
参
加
を
擬
似
的
に
認
め
つ
つ
、
国
益
、
全
体
の
利
益
を
強
調
す
る
こ
と
で
個
人
の
利
益
、
特
殊
な
利
害
を
否
定
し
、
全
体
の
和
の
た
め



七月王政期の自由正統王朝派とナシオソ（上垣）

に
、
党
派
対
的
を
含
め
た
対
立
、
分
裂
を
非
難
し
、
民
衆
の
政
治
化
を
防
止
せ
ん
と
し
た
こ
と
を
さ
す
。
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
は
、
反
動
と
保
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

主
義
と
を
大
衆
化
・
平
民
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
」
で
あ
る
な
ら
、
民
衆
の
政
治
参
加
を
視
野
に
収
め
た
自
由
正
統
王
朝
派
の
構
想
が
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
を
思
わ
せ
る
特
徴
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
の
点
、
従
来
の
歴
史
家
は
ジ
ャ
キ
エ
を
除
け
ば
、
そ
の
反
動
性
を
過

去
復
帰
的
な
と
こ
ろ
に
の
み
求
め
、
新
し
い
形
の
反
動
性
、
反
革
命
性
を
見
過
し
て
き
た
と
言
え
る
。
他
方
、
リ
ア
ル
や
シ
ャ
ン
ギ
ー
は
、
そ

の
近
代
性
、
同
時
代
性
を
強
調
し
た
点
は
良
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
反
革
命
性
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
に
は
、
今
の
所
、
失
敗
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
反
革
命
路
線
は
、
ド
イ
ツ
や
日
本
の
近
代
化
と
共
通
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
由
正
統
王
朝
派
の
国
体

観
念
は
、
外
見
的
立
憲
主
義
の
理
念
か
ら
は
次
第
に
遠
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
国
民
主
権
原
理
の
根
づ
い
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ル
の
言
う
如
く
、
王
党
派
は
ビ
ス
マ
ル
ク
の
よ
う
に
は
う
ま
く
や
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
国
民
的
栄
光
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
強
力
な
権
力
、
こ
れ
ら
三
つ
を
も
っ
と
も
無
理
な
く
代
表
し
え
た
の
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
あ
っ
た
。
王
党
派

が
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
よ
う
な
専
制
権
力
を
も
つ
国
王
を
望
め
ば
、
必
ず
や
他
党
派
か
ら
絶
対
主
義
だ
と
い
う
非
難
を
ま
と
も
に
被
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
国
民
主
権
原
理
を
意
識
し
、
そ
れ
に
譲
歩
す
れ
ば
、
三
章
の
◎
で
み
た
よ
う
に
、
ブ
ル
ボ
ン
家
の
王
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
か
そ
れ

と
も
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ヅ
プ
の
亜
流
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
王
党
主
義
の
自
己
破
産
で
あ
る
。
し
か
も
二
月
革
命
後
の
乱
れ
た
秩

序
を
立
て
直
す
に
は
、
オ
ル
レ
ア
ン
朝
型
の
立
憲
君
主
で
は
頼
り
な
く
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
と
と
も
に
、
自
由
正

統
王
朝
派
は
ル
イ
腿
ナ
ポ
レ
ナ
ソ
の
ク
ー
デ
タ
ー
（
一
八
五
一
年
一
二
月
）
の
前
に
敗
北
す
る
。
ベ
リ
エ
と
フ
ァ
ル
ー
は
短
期
間
な
が
ら
牢
に
つ

な
が
れ
る
の
で
あ
る
。

①
　
バ
リ
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ン
・
ム
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ア
J
r
著
　
宮
刑
隆
次
’
森
由
茂
徳
・
高
橋
直
樹
訳
　
　
蝿
独

裁
と
民
主
政
治
の
社
会
的
起
源
－
近
代
世
界
形
成
過
程
に
お
け
る
領
主
と
農
民

1
…
』
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二
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②
ψ
野
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The　Economic　Development　of　Tobacco　Colonies

　　　　　The　Preconditions　for　the　American　Revolution

by

Mitsuhiro　Wada

　　British　American　Colonies，　especially　staple－producing　soutihern　colonies

were　very　i皿portant　parts　of“the　Old　Colonial　System”．　As“Tobacco

Colonies”，　Colonial　Maryland　and　Coloniai　Virginia，　which　were　typicai

of　southern　colonies　and　were　“periphery”　of　the　System，　developed

tobacco　plantations　based　on　blacl〈　slavery．　Therefore，　their　monocul－

tural　character　has　been　emphasised　by　many　historians，　and　their

economic－historical　significance　in　the　American　Revolution，　compared

with　their　political－historical　meaning，　has　been　underestimated．

　　This　paper　deais　with　Colonial　Maryland　chiefiy，　and　examines　the

historical　develQpment　of　its　economy　from　the　early　stage　of　settlement

to　the　eve　of　the　Revolution．　We　used　quantitative　methods　’to　research

the　economic　preconditions　for　the　Revolution　that　were　found　in　that

Tobacco　Colony．

　　As　a　resu1t，　we　discoverd　the　“passive”　factor：　reslstance　to　“the

Navigation　Acts　System”　of　the　mother　country，　and　the　“positive”

factor　：　diversification　of　the　economic　structure　of　the　Tobacco　Colonies，

which　was　not　recognized　by　historians　formerly．

Les　16gitimistes　lib6raux　et　la　Nation　sous　la

　　　　　　　　　　　　monarchie　de　Juillet

par

Yutaka　Uegaki

　　Les　16gitimistes　ont　falt　plusieurs　efforts　pour　s’adapter　h　ia　soci6t6

post－r6vo1utionnaire．　Mais　les　historiens　frangais　ont　le　plus　souvent

meprise　ces　efforts　et　neglig6　1’6volution　de　leur　doctrine　politique．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（843）



Sous　la　monarchie　de　Juillet，　certains　legitimistes　ont　d6fendu　les　libert6s，

demande　i’abaissement　du．cens　61ectoral　et　se　d6claraient　des　patriotes．

Cependant　cette　nouvelle　attitude　a　6t6　consid6r6e　comme　d6magogie．

　　R6cemrnent　Hugues　de　Changy　et　Stephane　Ria！s　contestent　vivement

Pid6e　courante　et　met亡ent　l’accent　sur　la．　moderllit6　de　leur　programme

politique　et　la　sinc6rit6　de　leurs　intentions．　Dans　cet　article，　’pour

examiner　le　point　de　vue　de　Changy　et　Rials，　j’ai　consid6r6　le　pro－

gramme　politique　des　legitimistes　lib6raux　de　cette　6poque　qui　avaient

une　tendance　liberale　parlementaire．　」’admets　que　le　programme　po1iti－

que　des　16gitimistes　lib6raux　a　6te　beaucoup　plus　moderne　qu’on　ne　！e

qense　g6n6ralement；　neanmoins　ils　demeuraient　quand－meme　contre－

revolutionnaires．　li　est　vrai　que　les　16gitimistes　lib6raux　ne　visaient　pas

au　r6tablissment　total　de　1’Ancien　R6gime；　pourtant　on　ferait　mieux

de　remarquer　que　leur　plan　comprenait　des　e16m　ents　qui　caracterisent

le　nationalisme　ou　le　totalitarisme．
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